
西
夏
時
代
に
お
け
る
河
西
を
避
け
る
交
通
路
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〔
要
約
口
　
い
わ
ゆ
る
西
夏
時
代
に
な
る
と
、
従
来
の
西
域
方
面
か
ら
河
西
通
廊
を
通
っ
て
中
原
に
来
る
東
西
交
通
路
が
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
河
西

の
北
側
と
南
側
と
に
河
西
通
訳
し
並
行
し
て
東
西
に
交
通
す
る
路
が
現
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
既
に
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
細
部
に
【
漫
ろ
で
西
域
方
面
か

ら
来
る
諸
国
の
経
過
す
る
地
点
に
関
し
て
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
軍
費
四
年
冬
十
月
彿
秣
國
朝
貢
の
史
料
解
読
に
つ
い
て
は
桑
田
六
郎
博
士
と
榎
一
雄

教
授
の
意
見
が
全
然
異
っ
て
い
る
。

　
両
氏
の
論
点
は
「
種
橿
」
に
焦
点
を
見
嵩
す
が
、
こ
の
「
種
橿
」
の
位
置
こ
そ
当
瞬
の
東
西
交
通
路
の
研
究
に
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。
本
論
文
の
中
心

は
門
種
橿
」
の
位
躍
を
今
の
喰
蜜
と
考
察
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
元
嬢
恐
ハ
年
五
月
の
干
關
朝
貢
史
料
と
と
も
に
厳
密
な
史
料
批
判
を
し
て
み
る
と
、
エ

ジ
ナ
三
筋
を
南
下
す
る
河
零
落
断
路
や
、
鍵
職
方
繭
か
ら
オ
ル
ド
ス
沙
漠
南
縁
に
潰
う
て
青
唐
城
に
滞
る
路
、
沙
州
の
西
を
迂
回
し
て
蹴
阿
唐
城
に
至
る
路
な

ど
が
あ
り
、
西
夏
を
避
け
て
そ
の
四
周
を
め
ぐ
る
国
際
交
通
路
が
存
し
て
い
た
こ
と
を
も
見
逃
し
得
な
い
。
元
盟
六
年
五
月
の
旭
岳
朝
貢
史
料
の
解
釈
に
つ

い
て
は
定
説
と
は
反
対
に
泓
は
河
西
縦
断
路
の
交
通
史
料
だ
と
考
え
た
。

　
こ
の
論
文
は
桑
田
・
榎
爾
氏
の
説
の
批
判
を
行
い
つ
つ
私
冤
を
述
べ
、
定
説
の
誤
謬
を
糾
し
た
も
の
で
あ
る
。

騨
、
は
し
が
き

　
威
平
五
年
（
一
〇
〇
五
）
三
月
、
　
業
繋
遷
が
驚
嘆
城
を
攻
醸
し
て

か
ら
急
に
河
西
に
対
す
る
酉
夏
の
圧
迫
が
強
ま
り
、
大
中
祥
符
八
年

　　v．．av

（
一
〇
一
五
）
と
思
わ
れ
る
．
頃
に
西
涼
府
（
涼
州
）
が
没
し
、
次
い
で
甘

州
は
天
聖
六
年
（
一
〇
二
八
）
、
沙
州
は
皇
祐
四
年
（
一
〇
五
二
）
の
朝
貢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
最
後
と
し
て
宋
朝
と
の
関
係
は
杜
絶
え
て
し
ま
う
。
河
．
西
全
土
が

ほ
ぼ
顧
夏
に
掌
握
さ
れ
た
時
期
は
景
祐
四
年
（
一
〇
三
七
）
頃
と
考
え
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ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
西
夏
勢
力
が
河
爾
と
い
う
古
来
か
ら
有
名

な
東
西
交
通
路
を
掌
中
に
入
れ
て
し
ま
う
と
、
燭
域
方
面
か
ら
宋
朝

に
達
す
る
路
は
、
河
西
翼
廊
を
避
け
て
こ
の
北
方
を
東
行
し
て
来
る

か
、
ま
た
は
南
方
を
青
海
湖
附
近
を
逓
過
し
て
東
行
し
て
来
る
か
、

い
ず
れ
か
の
場
含
が
多
く
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
既
に
先
学
の
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
②

せ
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
夏
が
執
っ
た
重
要
交
通
路
に
対

す
る
態
度
と
深
く
関
し
て
い
る
が
、
そ
の
契
丹
・
縫
鞍
・
青
唐
・
宋

な
ど
の
間
に
介
在
し
て
い
た
位
置
か
ら
必
然
的
に
西
夏
が
交
通
、
交

易
上
に
極
め
て
重
要
な
意
義
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
、
ま
こ

と
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
西
域
方
面
と
中
原
と
の
間
の
交
通

状
況
を
一
変
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
宋
朝
に
来
朝
し
て
き
た
国
に
は
干
闘
・
魏
戴
・
大
食
・
聖
運
・
旧

説
等
が
あ
る
が
、
嘉
祐
八
年
（
一
〇
六
三
）
以
降
は
殆
ん
ど
陣
地
の
独

占
時
代
と
で
竜
言
う
べ
き
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
干
闘
商
人
の
北
宋

末
に
お
け
る
交
易
活
動
は
目
覚
し
く
、
淫
河
流
域
、
軸
組
・
藤
津
な

ど
殊
に
百
立
つ
た
交
易
舞
窒
で
あ
っ
た
。
宋
朝
は
屡
々
彼
等
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

入
貢
制
限
を
行
っ
て
い
る
。
埆
並
樹
の
宋
朝
帰
順
が
大
き
い
原
因
と

な
っ
て
干
嗣
の
盛
ん
な
入
貢
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
も
注
意
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
王
認
の
煕
河
経
略
が
す
す
み
、
読
師
雄
の
奮
闘
め
ざ

ま
し
く
河
州
・
挑
州
方
瀬
一
帯
の
盲
唖
を
招
撫
し
て
西
傾
山
麓
に
も

宋
朝
の
勢
威
が
伸
び
、
特
に
游
師
雄
が
、
威
を
西
域
ま
で
も
及
ぼ
し

て
い
た
と
言
わ
れ
る
蒐
酋
の
青
宜
結
鬼
章
を
檎
に
し
た
こ
と
が
元
豊

初
年
の
遡
黎
・
寅
之
介
諸
国
の
入
貢
を
促
し
て
い
る
事
実
を
否
定
し

④得
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
女
の
使
者
達
は
河
西
を
避
け
て
来
る
か
、
こ

れ
に
並
行
し
て
北
方
　
靱
の
地
を
通
る
か
、
西
域
奇
道
を
沙
州
に
到

達
す
る
前
に
東
南
折
し
て
ツ
ァ
イ
ダ
ム
盆
地
附
近
を
通
り
、
青
海
湖

岸
、
青
唐
城
、
短
編
流
域
、
漸
騰
、
秦
州
等
を
経
て
中
原
に
来
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
通
説
に
対
し
て
私
は
何
頭
特
に
異
論
を
挾
む

つ
も
り
は
な
く
一
応
通
説
に
拠
っ
て
は
，
い
る
が
、
先
学
達
の
諸
論
考

に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
主
張
が
見
受
け
ら
れ
、
殊
に
重
要
な
史
料
と

し
て
誰
も
が
必
ず
依
拠
し
た
一
7
5
豊
四
年
雄
気
國
朝
貢
の
こ
と
を
寵
載

し
た
工
費
要
輯
稿
蕃
夷
四
崇
美
國
、
綾
資
治
通
鑑
長
編
巻
一
一
二
七
元

豊
四
年
冬
十
月
己
未
の
条
に
つ
い
て
私
見
を
有
し
て
い
る
し
、
ま
た

宋
會
要
輯
稿
一
番
夷
一
四
工
」
闘
、
績
資
治
通
…
鑑
長
編
巻
一
二
一
二
五
一
兀
豊
山
半
年

五
月
丙
子
猿
の
条
に
載
す
る
心
嚢
使
者
の
経
過
烏
鳶
に
つ
い
て
も
い

さ
さ
か
異
見
が
あ
る
の
で
、
以
下
、
こ
の
二
史
料
を
め
ぐ
る
諸
説
の

批
判
を
中
心
と
し
て
卑
見
を
述
べ
、
画
夏
時
代
の
河
西
を
園
溶
す
る

交
通
路
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
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：西夏時代における河酉を避ける交通路（前田）

二
、
元
豊
四
年
冬
十
月
、
梯
蘇
國
朝
貢
記
事
の
批
判

D
桑
田
説
と
旧
説

（　
最
初
に
問
題
の
史
料
を
宋
會
要
輯
稿
蕃
夷
四
彿
蒜
國
に
拠
り
示
す

と
、

　
梯
蘇
、
神
宗
元
豊
四
年
十
月
六
日
、
梯
蘇
國
貢
方
物
。
大
首
領
称
臓
都
育

　
課
口
迅
雷
、
其
國
東
南
至
滅
力
沙
、
北
至
大
海
、
管
四
十
程
。
叉
東
戦
闘

　
大
石
量
子
關
王
所
震
漸
福
茶
、
次
至
薔
干
闘
、
次
号
約
畠
城
。
獅
子
無
界
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
ロ
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
藍
建
黄
頭
廻
絵
、
又
東
至
愚
靱
次
至
種
橿
、
又
至
董
年
所
居
士
至
林
檎
城
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
又
東
至
難
唐
乃
至
中
國
界
。

こ
の
解
釈
に
つ
い
て
桑
田
六
郎
博
士
が
か
つ
て
東
洋
学
報
十
七
巻
一

号
に
「
圃
紘
衰
亡
考
」
を
掲
げ
ら
れ
た
時
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
と
、

後
に
榎
一
雄
教
授
が
蒙
古
学
報
一
に
　
「
再
認
の
煕
河
経
略
に
就
い

て
」
を
論
じ
ら
れ
た
際
、
桑
田
説
を
批
判
し
、
史
料
解
読
に
反
対
の

意
見
を
出
さ
れ
た
も
の
と
二
つ
の
論
考
が
最
も
代
表
的
な
二
つ
の
解

釈
で
あ
る
。
藤
枝
晃
氏
、
安
倍
健
夫
博
士
、
宮
崎
市
定
博
士
等
の
説

も
あ
る
が
概
ね
西
夏
時
代
に
河
西
を
通
る
東
西
交
通
路
が
遮
断
さ
れ

た
た
め
に
河
西
の
南
北
両
側
に
菓
西
交
通
路
が
で
き
、
特
に
南
側
の

ツ
ァ
イ
ダ
ム
盆
地
付
近
か
ら
青
海
湖
岸
を
経
て
東
行
す
る
「
青
海
路
」

を
述
べ
る
の
に
引
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
程
度
で
、
桑
田
、
榎
両
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
よ
う
な
詳
細
な
論
述
が
為
さ
れ
て
い
な
い
。
故
に
私
は
後
巻
両
氏

の
説
を
批
判
す
る
こ
と
を
本
稿
の
主
眼
と
し
た
い
の
で
あ
っ
て
、
最

初
に
順
序
と
し
て
桑
田
説
を
紹
介
し
、
次
い
で
こ
れ
に
対
す
る
榎
教

授
の
反
論
の
主
要
点
を
述
べ
、
問
題
の
所
在
を
明
か
に
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
桑
田
博
士
に
よ
れ
ば
、
大
首
領
像
噺
都
令
厩
の
挑
森
國
か
ら
中
原

に
来
る
経
過
地
点
を
述
べ
た
嘗
葉
の
意
味
を
そ
の
ま
ま
解
釈
し
て
、

両
大
石
、
理
博
番
所
居
た
る
新
福
州
、
蕾
薩
閥
、
灼
（
約
）
畠
城
、

黄
頭
週
紘
、
達
鞄
、
種
橿
、
董
毯
所
居
、
林
檎
城
の
順
序
に
辿
っ
た
も

の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
干
關
王
所
居
た
る
新
福
州
と
は
お
そ
ら
く

カ
シ
ュ
ガ
ル
方
面
か
ヤ
ル
カ
ソ
ド
方
面
か
で
あ
る
と
考
え
、
灼
（
約
）

畠
城
を
都
響
に
比
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
前
掲
交
に
現
わ
れ

轟
昌
城
は
藤
本
の
光
緒
刊
本
の
馨
治
通
鑑
長
編
に
は
邑
城

に
作
っ
て
、
諸
家
の
説
は
大
体
、
鄭
善
に
比
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
港
頭
週
紘
と
は
桑
田
博
士
に
よ
れ

ば
隠
州
方
面
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
週
番
で
あ
っ
て
、
元
代
の
撒
里
畏

兀
児
に
当
り
、
酒
方
史
料
の
留
誌
σ
q
7
三
σ
q
げ
。
霞
の
こ
と
で
あ
る
と

し
、
こ
れ
に
つ
い
て
絹
当
詳
し
く
所
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
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て
「
達
靱
」
に
次
い
で
経
過
し
た
「
種
橿
」
と
は
ー
ー
こ
れ
が
本
論

の
中
心
点
と
な
る
語
句
で
あ
る
が
i
必
ず
「
種
桓
」
ま
た
は
「
種

壷
」
の
誤
記
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
宗
寄
城
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し
、

発
音
の
類
似
か
ら
「
種
桓
」
「
種
稿
」
を
「
宗
嵜
」
に
比
定
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
落
魚
國
使
者
は
、
沙
州
近
辺
に
散
在
し
て
い
た
「
黄
頭

面
罵
」
、
次
い
で
「
達
輕
」
を
通
9
、
次
い
で
宗
嵜
城
を
経
て
董
賢
所

居
に
来
た
と
い
う
音
ゆ
味
に
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
博
士
は
「
回

維
衰
亡
考
」
に
お
い
て
は
群
雲
の
衰
亡
を
論
述
す
る
こ
と
を
主
眼
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
特
に
こ
の
元
豊
四
年
携
蒜
國
朝
貢
の
史
料
に
現

わ
れ
る
「
弾
頭
週
紘
」
の
存
在
を
重
要
視
し
て
元
代
史
料
や
西
方
史

料
と
比
較
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
　
「
種
橿
」
を
宗
嵜
城
に
考
え

た
こ
と
が
酉
夏
時
代
の
河
西
を
避
け
る
交
通
路
の
研
究
に
重
大
な
波

紋
を
投
じ
、
榎
教
援
を
し
て
反
論
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
榎
教
授
は
桑
田
博
士
が
「
種
綴
」
を
「
種
桓
」
　
「
生
端
」

の
誤
り
と
見
、
宗
研
城
に
比
定
さ
れ
た
こ
と
に
疑
い
を
挾
み
、
そ
れ

で
は
全
く
文
意
不
通
と
な
る
と
言
い
、
こ
れ
は
桑
田
博
士
の
史
料
解

読
の
仕
方
が
悪
く
機
械
的
に
「
次
」
を
す
べ
て
「
次
い
で
」
と
い
う

意
味
に
読
む
か
ら
誤
解
が
生
じ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
次
至
雄
蕊

廻
紘
、
又
東
至
当
靱
次
客
鍾
棉
。
又
踏
貫
賢
所
居
次
至
林
檎
城
」
の

解
読
は
、
　
「
次
い
で
黄
頭
廻
紘
に
至
る
α
ま
た
、
位
し
て
達
靱
に
至

る
に
は
種
橿
を
経
過
し
て
至
る
。
ま
た
、
董
毯
所
居
に
至
る
に
は
林

檎
城
を
経
過
し
て
至
る
。
」
　
と
い
う
意
味
に
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
っ
て
、
「
達
鞄
」
と
「
董
毯
田
居
」
の
間
に
「
種
橿
」
が

在
る
と
考
え
、
董
響
所
居
に
次
い
で
林
檎
城
を
通
過
し
た
と
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
と
雷
わ
れ
る
。
輩
毯
と
は
当
時
、
箇
々
流
域
を
本
拠

地
と
し
て
い
た
青
唐
族
（
宗
幕
族
）
の
大
首
領
で
あ
っ
て
晩
毒
血
に
次

い
で
襲
位
し
、
青
帝
城
（
今
の
西
寧
市
）
に
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
桑

田
博
士
に
従
え
ば
「
黄
頭
繋
馬
」
を
通
り
「
無
罪
」
に
東
行
し
、
青

素
雪
に
行
く
そ
の
闘
に
「
面
繋
」
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が

い
わ
ゆ
る
宗
嵜
城
一
今
の
樂
都
県
と
西
寧
市
と
の
中
間
、
淫
河
北

　
　
　
　
　
　
⑦

岸
一
で
あ
る
が
榎
教
授
に
よ
れ
ば
「
種
橿
」
と
宗
冨
城
と
は
何
等

関
係
な
く
、
　
「
嘉
事
」
と
は
「
黄
頭
廻
紘
」
を
経
て
「
達
靱
」
に
行

く
途
中
に
お
い
て
通
過
す
る
地
名
な
の
で
あ
る
。

　
林
檎
城
（
林
檎
城
）
は
宋
史
巻
四
九
二
吐
蕃
傳
の
肝
属
城
の
こ
と

で
、
こ
れ
は
宋
史
巻
八
七
地
理
志
西
雪
占
寧
西
城
の
条
に
「
桑
名
林

金
城
」
と
あ
る
林
金
城
に
違
い
な
く
、
こ
の
点
、
桑
田
博
士
が
林
檎

城
を
宋
史
吐
蕃
伝
の
臨
詩
心
に
比
定
さ
れ
た
の
を
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

西
大
石
を
西
大
食
と
し
、
灼
築
城
を
着
眼
と
し
、
　
「
黄
頭
廻
維
」
を
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画夏時代における河繭を避ける交遜路（前賑）

三
州
近
辺
に
散
在
し
て
い
た
回
鵬
　
（
以
下
本
論
で
は
普
通
の
場
合
、
回

鵬
と
書
く
）
と
し
、
輩
毯
所
居
を
青
防
塁
と
し
、
林
檎
城
を
林
金
城

と
す
る
考
え
に
つ
い
て
は
諸
家
の
説
の
一
致
す
る
所
で
、
安
倍
博
士

も
「
黄
昏
廻
紘
」
を
「
甘
瀦
あ
た
り
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
」
と
述
べ

　
　
⑥

て
い
る
。
要
す
る
に
桑
田
説
と
細
説
と
の
身
動
大
き
い
見
解
の
対
立

は
「
種
楓
」
の
位
置
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
を
考
究
す
る
こ
と
が

元
豊
初
年
頃
の
河
西
を
め
ぐ
る
東
繭
交
通
路
に
関
し
て
重
要
な
手
掛

り
と
な
る
。

　
幻
　
問
題
の
所
在
点

　
（

　
桑
田
博
士
の
論
じ
る
よ
う
に
携
蒜
國
使
者
が
奮
干
闘
に
来
る
前
に

新
福
州
を
経
過
し
た
が
、
こ
の
位
置
を
カ
シ
ュ
ガ
ル
方
舟
か
ヤ
ル
カ

ソ
ド
方
面
に
考
え
た
の
は
誤
り
で
あ
る
。
前
節
に
紹
介
し
た
よ
う
に

「
次
」
を
す
べ
て
博
士
は
「
次
い
で
…
…
を
経
過
し
た
」
意
の
よ
う

に
解
さ
れ
る
所
か
ら
こ
の
誤
り
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
当
時
の
イ

ス
ラ
ム
勢
力
の
東
進
の
状
況
を
考
え
る
と
到
底
、
そ
の
よ
う
な
タ
ー

リ
ム
盆
地
西
部
に
「
虚
業
王
の
所
居
た
る
新
福
州
」
が
在
っ
た
と
は
思

わ
れ
な
鴨
元
豊
初
年
の
子
堕
王
の
居
る
位
置
は
も
う
少
し
東
方
で

薔
干
閾
の
東
側
に
在
っ
た
ρ
ト
グ
ズ
旺
オ
，
グ
ズ
e
o
σ
q
び
。
血
率
○
σ
q
げ
。
償
N

の
一
氏
族
が
起
源
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
カ
ラ
ハ
ー
ン
王
朝
ρ
霞
贈
調

山
回
α
ω
（
一
名
、
イ
レ
ク
ー
ハ
ン
国
ぽ
甲
聾
鳶
）
は
、
九
一
十
世
紀
頃

に
お
い
て
申
累
は
沙
州
付
近
、
　
西
は
ア
ム
聴
ダ
リ
ア
ま
た
は
シ
ル
醤

ダ
リ
ア
付
近
の
問
に
堂
女
た
る
大
国
を
形
成
し
て
い
た
ビ
シ
バ
リ
ク

田
路
げ
鉱
疑
王
国
、
す
な
わ
ち
西
ウ
イ
グ
ル
国
の
一
部
に
包
含
さ
れ

て
い
た
竜
の
で
あ
っ
た
が
、
十
一
世
紀
の
初
め
、
全
盛
期
に
入
り
、

一
〇
〇
〇
年
と
思
わ
れ
る
頃
（
宋
、
上
平
三
年
）
に
は
ユ
ス
フ
涯
カ
ズ

ル
H
ハ
ー
ン
　
磯
O
環
O
O
亀
囚
摯
⊃
q
H
国
ゴ
働
⇒
が
干
・
關
を
攻
撃
し
て
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
、

〇
五
年
（
宋
、
景
徳
二
年
）
頃
ま
で
に
は
干
圃
の
仏
教
寺
院
を
悉
く
モ

ス
ク
に
模
様
換
え
し
た
。
こ
の
干
閲
の
攻
陥
は
大
き
な
タ
ー
リ
ム
盆

地
南
縁
地
域
の
政
治
的
事
件
で
あ
っ
て
、
こ
の
後
イ
ス
ラ
ム
勢
力
は

東
に
伸
張
し
て
ロ
プ
ー
ノ
ー
ル
の
岸
辺
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
屯
ち

う
ん
こ
の
時
ま
で
に
は
ヵ
ラ
ハ
ー
ン
王
朝
は
ブ
ハ
う
じ
d
β
犀
び
律
卿
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

攻
陥
し
中
幕
に
侵
入
し
て
い
る
。
新
興
の
大
勢
力
と
な
っ
た
イ
ス
ラ

ム
教
信
者
で
あ
る
ユ
ス
フ
ー
カ
ズ
ル
ー
ー
ハ
ー
ソ
は
一
〇
二
五
年
（
宋
、

天
聖
三
年
）
　
頃
ま
で
に
は
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
も
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ユ
ス
フ
ー
ー
カ
ズ
ル
ー
ー
ハ
q
ソ
こ
そ
藤
代
史
籍
に
登
場
し
て

来
る
干
聞
王
黒
韓
王
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う

な
イ
ス
ラ
ム
世
界
東
進
め
形
勢
か
ら
判
じ
る
と
元
豊
初
年
の
干
嗣
王

の
所
属
…
で
あ
っ
た
新
福
州
は
奮
干
闘
脚
の
東
山
力
と
考
え
ら
れ
カ
シ
ュ
ガ
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ル
方
面
や
ヤ
ル
カ
ソ
ド
方
面
と
は
憂
事
考
え
ら
ず
、
グ
レ
ナ
！
ド

O
弓
Φ
づ
9
a
が
既
に
指
摘
し
た
通
り
干
仁
王
の
都
は
攻
陣
し
た
蕾
干
闘

の
東
方
に
移
さ
れ
、
東
に
拡
大
さ
れ
た
新
し
い
支
配
領
域
に
応
じ
て

　
　
　
　
　
⑩

い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
実
に
基
い
て
史
料
の
解
読
は
当
然
、
藤
島
王
の
所

居
た
る
新
福
州
に
至
る
に
は
蕾
干
關
を
経
過
し
て
行
く
意
味
に
と
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
次
ぎ
に
桑
田
博
士
の
よ
う
な
「
達
細
こ
を
経
て
「
種
橿
」
を
通
り

董
毯
所
居
た
る
青
唐
言
に
到
る
意
味
に
解
す
る
と
、
甚
し
く
無
理
な

コ
ー
ス
を
辿
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
西
夏
が
河
西
を
支
配
し
て
い
た

形
勢
と
比
較
し
て
ど
う
に
も
解
せ
な
い
道
程
と
な
っ
て
く
る
ρ
　
「
達

靱
」
か
ら
「
種
橿
」
一
宗
面
輪
1
に
来
る
に
は
河
西
を
南
北
に

縦
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
予
研
城
か
ら
蕾
　
毯
所

居
の
青
唐
城
、
こ
の
西
方
の
林
檎
城
…
一
難
金
城
一
に
来
た
と
い

う
意
味
に
問
題
の
一
文
を
解
す
れ
ば
擁
蒜
國
使
者
は
宗
幕
城
か
ら
西

方
に
何
の
た
め
に
道
を
選
ん
だ
か
解
ら
な
く
な
り
、
た
と
え
当
時
の

国
際
的
交
易
都
市
と
し
て
諸
国
商
質
の
集
っ
て
い
た
青
蓋
世
下
に
一

時
、
立
寄
る
こ
と
は
考
え
得
ら
れ
る
に
し
て
も
、
さ
ら
に
西
方
の
林

金
城
に
ま
で
進
む
よ
う
に
「
次
」
を
解
し
て
読
む
こ
と
は
理
解
で
選

な
い
、
こ
こ
は
必
ず
榎
教
授
の
よ
う
に
「
ま
た
、
東
し
て
「
輪
廻
」

に
行
く
に
は
「
種
橿
」
を
経
過
し
て
至
り
、
ま
た
、
董
毯
所
々
に
至

る
に
は
林
檎
城
を
経
過
し
て
至
る
」
の
音
心
味
に
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
林
檎
城
－
績
資
治
通
鑑
長
編
の
林
檎
城
1
は
宋
史
吐

蕃
傳
の
玉
璽
城
、
同
書
地
理
志
の
林
金
城
で
、
そ
れ
は
宋
の
丁
寧
州

の
寧
西
城
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
既
に
諸
説
の
一
致
す
る
所
で
あ
る

が
宋
史
巻
八
七
地
理
志
西
寧
州
の
条
に

　
西
寧
州
藤
青
唐
城
。
元
符
二
年
瀧
拶
幽
遠
爲
三
州
、
働
爲
朧
右
簿
度
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
東
照
降
千
倉
五
十
七
里
、
西
歪
寧
西
城
四
寸
里
…
…

と
あ
る
が
、
青
益
城
西
方
四
十
里
に
位
置
し
て
い
た
と
い
う
寧
西
城

に
つ
い
て
は
同
条
寧
西
城
の
項
に

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む
　
　
む

語
論
城
壕
書
風
鵬
聾
麟
単
子
簾
醗
蝉
羅

と
明
記
が
見
え
る
こ
と
に
よ
り
確
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
董

毯
群
居
に
至
る
に
は
林
檎
城
を
経
過
し
て
行
く
意
味
に
こ
の
一
条
は

解
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
前
文
屯
こ
れ
に
倣
っ
て
「
無
縫
」

の
位
蟹
こ
そ
不
明
の
ま
ま
に
し
て
も
、
　
「
達
靱
」
に
至
る
に
は
「
種

撫
」
を
経
過
し
て
行
く
意
味
に
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
桑
田
博
士
が

元
豊
初
年
の
特
殊
事
例
と
し
て
河
西
を
南
北
に
縦
断
し
て
「
達
鞄
」

か
ら
南
山
々
昼
中
を
南
下
し
て
淫
河
山
岸
の
「
図
郭
ど
す
な
わ
ち
宗
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西夏降代における河藤を避ける交通路（前田）

葺
誠
に
来
る
交
通
の
行
わ
れ
た
点
を
論
証
し
て
い
な
い
限
り
に
お
い

て
、
私
は
同
博
士
が
種
橿
歴
宗
寄
説
を
出
さ
れ
た
こ
と
に
不
満
で
あ

っ
て
、
榎
教
援
に
賛
成
で
あ
る
。

し
か
し
桑
田
博
士
が
前
後
の
歴
史
的
背
景
を
無
視
し
て
軽
々
に
河
西

を
縦
断
し
て
三
河
々
岸
に
来
た
か
の
よ
う
な
考
え
を
説
か
れ
た
の
と

同
様
に
榎
教
授
の
説
に
も
欠
陥
は
あ
っ
て
、
何
よ
り
同
教
授
が
種
橿

聴
宗
嵜
説
を
否
定
さ
れ
、
「
黄
頭
週
紘
」
と
「
達
塑
」
と
の
間
に
「
種

橿
」
が
在
る
と
し
て
史
料
を
読
ま
れ
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
一
向
に
重

要
な
「
種
橿
」
の
位
麗
に
関
し
て
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
「
種

掻
」
の
位
覆
に
つ
い
て
一
言
竜
費
さ
ず
に
、
林
檎
城
と
青
唐
城
と
の

地
理
遠
近
の
関
係
か
ら
考
え
ら
れ
た
点
に
つ
い
て
は
不
安
を
覚
え
る
。

「
達
鵜
」
に
至
る
に
は
「
種
橿
」
を
経
過
す
る
と
い
う
意
味
に
読
ま

ね
ば
な
ら
な
い
と
断
定
す
る
に
は
正
し
く
は
「
一
介
」
の
位
置
の
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

証
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
宋
會
要
輯
稿
蕃
夷
四
棉
…
蘇
國
の
条
に
記
さ
れ
た

元
豊
四
年
十
月
六
日
の
朝
貢
記
録
の
薔
軽
羅
王
房
居
た
る
新
福
州
に

至
る
事
実
や
、
末
文
の
青
唐
城
と
林
檎
城
と
の
関
係
か
ら
し
て
私
は

ど
う
も
榎
教
授
の
説
く
よ
う
に
、
　
「
首
骨
」
を
「
達
靱
」
、
「
輩
毯
所

居
」
（
青
唐
城
）
の
問
に
考
え
ら
れ
な
い
と
思
い
、
種
橿
の
位
資
を
考

え
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
精
総
に
河
西
の
周
辺
の
交
通
路

や
オ
ル
ド
ス
沙
漠
縁
辺
交
通
路
の
状
況
を
調
べ
て
、
桑
田
説
成
立
の

余
地
が
全
然
な
い
も
の
か
、
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
考
え
た
い
。

三
、
「
達
趣
」
よ
リ
青
一
城

　
通
じ
る
交
通
路

（
董
三
所
居
）
に

D
達
　
鞄

　
（

　
上
述
の
「
達
粗
」
は
塔
坦
、
達
達
、
縫
鞍
な
ど
と
醤
か
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
箭
内
亘
博
士
に
よ
る
と
大
体
に
お
い
て
漢
土
に
近
い
熟
縫
「

鞄
を
白
鍵
鞄
と
呼
び
、
彼
等
は
大
体
陰
山
付
近
に
居
た
。
ま
た
漠
北

遠
く
漢
土
を
距
た
っ
た
者
は
生
　
鞍
で
あ
り
、
彼
等
は
黒
縫
鞄
と
呼

ば
れ
た
と
書
う
。
そ
し
て
エ
ジ
ナ
河
と
陰
山
と
の
間
に
は
所
謂
「
九

族
縫
鞄
」
が
居
住
し
、
彼
等
は
一
名
隙
ト
の
名
で
現
わ
れ
、
食
卓
の

阻
鞍
と
遼
史
の
阻
ト
は
同
じ
く
縫
鞄
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
箭
内
博
士
は
多
く
の
蒙
古
史
家
の
支
持
を
得
て
、
白

鳥
庫
吉
博
士
を
は
じ
め
、
松
井
等
、
小
野
川
秀
美
、
王
國
維
、
王
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

如
、
青
木
富
太
郎
等
諸
氏
の
見
解
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

遼
史
鏡
わ
れ
る
阻
ト
都
は
契
丹
の
勢
察
西
進
し
て
い
く
と
頻
㈹

り
に
契
丹
に
朝
貢
し
、
殊
に
太
康
四
年
（
宋
、
雪
転
兀
年
〔
一
〇
七
八
〕
）
、
8
5



太
安
二
年
（
巾
小
、
｝
兀
祐
皿
兀
年
〔
一
〇
八
六
〕
）
の
問
殆
ん
ど
彼
等
は
契
丹

へ
の
朝
貢
を
欠
い
て
い
な
い
こ
と
は
遼
史
膝
甲
〇
厨
國
表
に
拠
っ
て

も
瞭
然
と
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
阻
卜
部
は
契
丹
の
「
西
郷
」
に

違
い
な
か
っ
た
が
、
陰
山
西
・
万
、
今
の
ア
ラ
シ
ア
ン
沙
漠
に
散
居
し
、

河
西
東
部
の
北
方
に
当
っ
て
族
帳
を
展
げ
て
い
た
。
本
論
で
は
阻
卜

都
に
つ
い
て
こ
れ
㍑
以
上
詳
細
に
㎝
旦
っ
て
述
。
へ
山
な
い
一
か
、
　
阻
…
ト
部
は
エ

ジ
ナ
河
下
流
域
よ
り
西
方
に
は
到
底
、
居
た
と
考
え
ら
れ
ず
、
　
「
阻

ト
が
難
靱
で
あ
る
」
と
い
う
定
説
に
従
う
と
、
電
鍵
の
西
方
限
界
は

す
な
わ
ち
こ
の
阻
ト
帝
居
佳
地
域
に
当
る
こ
と
と
な
り
、
沙
州
付
近
、

ま
し
て
静
思
の
西
方
ま
で
達
靱
の
領
土
は
考
え
ら
れ
な
い
。
故
前
田

直
典
氏
は
か
つ
て
「
十
世
紀
時
代
の
九
族
縫
靱
」
に
お
い
て
阻
ト
部

と
縫
靱
と
の
同
一
説
を
取
り
な
が
ら
も
、
王
延
徳
が
高
畠
に
赴
く
途

中
出
遭
っ
た
九
族
縫
靱
は
オ
ル
ド
ス
沙
漠
か
ら
オ
ル
ホ
ン
河
流
域
に

行
く
途
中
の
こ
と
と
し
て
、
王
延
徳
が
エ
ジ
ナ
河
流
域
を
経
て
西
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

し
て
い
く
路
を
辿
っ
た
と
説
か
れ
て
き
た
説
を
否
定
さ
れ
た
が
そ
う

な
れ
ば
い
よ
い
よ
達
靱
の
舷
々
地
域
を
エ
ジ
ナ
河
流
域
以
西
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
大
体
、
達
鞄
の
西
隈
地
域
は
陰
山
西
方
と
漠
然
と
考

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
元
町
巻
六
三
地
理
志
河
源
附
録
に
拠

る
と
「
達
達
」
（
達
靱
、
縫
鞄
と
伺
じ
）
と
は
陰
山
、
賀
聴
診
付
近
及

ぴ
こ
の
近
く
を
流
れ
る
黄
河
流
域
一
帯
を
意
咲
　
し
て
い
る
。
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

う
な
考
え
は
箭
内
博
士
も
持
た
れ
で
い
る
。
新
五
代
春
巻
七
四
四
夷

附
録
に
激
す
る
達
靱
の
条
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
本
在
契
契
丹
之
東
北
。
後
爲
契
丹
所
攻
、
而
部
族
分
散
。
或
属
渤
海
、
別

　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
ゆ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
ロ
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む

　
部
散
居
陰
山
者
自
號
達
纏

と
見
え
る
こ
と
も
、
以
上
の
よ
う
な
考
察
を
確
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
宋
人
は
達
靱
の
位
置
を
河
西
の
北
方
か
ら
陰
山
付
近
に
か
け
て
考

え
て
い
る
が
、
虹
鱒
の
東
に
接
し
て
い
た
も
の
と
し
て
い
る
。
績
資

治
並
立
長
編
巻
三
四
六
元
豊
七
年
六
月
己
巳
朔
の
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
リ

　
上
初
手
三
越
毎
日
、
圓
鵜
興
吐
蕃
近
世
以
來
、
代
書
親
家
。
而
回
鶴
東
境

　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
興
縫
鞍
相
連
…
…

と
あ
る
。
回
器
の
大
集
団
は
周
知
の
よ
う
に
淑
女
、
二
面
、
高
畠
及

び
癒
勲
等
に
在
っ
た
が
中
で
も
甘
州
回
鵜
が
最
大
で
誌
代
史
籍
に
回

鴉
と
記
載
さ
れ
て
あ
る
場
合
は
普
通
甘
州
回
鴉
を
指
す
こ
と
が
最
も

多
い
こ
と
を
考
え
る
と
「
縫
靱
が
甘
露
圓
鵬
」
の
菓
に
隣
接
し
て
い

た
こ
と
と
な
り
、
エ
ジ
ナ
河
流
域
に
さ
え
及
ば
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

同
書
巻
三
三
五
元
豊
六
年
五
月
丙
子
器
の
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む

　
上
顧
謂
櫃
密
都
聖
旨
張
誠
一
日
、
達
明
認
唐
與
河
西
天
徳
受
忍
。
今
河
西

　
天
徳
隔
灘
北
境
。
…
…
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夏時代における河西な避ける交逓路（前m）

と
あ
り
、
天
徳
軍
と
竜
隣
接
し
て
い
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か

⑯ら
甘
州
北
方
の
ア
ラ
シ
ア
ン
沙
漠
よ
り
東
方
、
黄
河
大
饗
曲
部
付
近

に
か
け
て
達
鞄
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
宋
朝
が
西

夏
を
包
囲
攻
撃
す
る
た
め
に
青
唐
族
、
回
鴨
と
と
も
に
達
粗
を
利
用

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
か
で
、
績
資
治
通
鑑
長
編
巻
一
二
四
六

元
豊
七
年
六
月
己
巳
朔
、
同
書
巻
四
七
一
元
祐
七
年
三
月
丙
戌
の
条

ゆ
な
ど
に
’
㎜
脱
わ
れ
て
い
る
。
事
実
、
…
兀
祐
…
山
学
年
に
は
「
縫
稲
魍
」
は
賀
繍
閑

山
後
面
に
南
侵
し
た
こ
と
が
績
資
治
通
鑑
長
編
巻
四
七
＝
兀
祐
七
年

三
月
丙
戌
の
条
及
び
西
夏
書
事
巻
二
八
等
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
無
難
の
位
置
を
考
察
し
て
く
る
と
、
達
靱
か
ら
淫
河

々
岸
の
青
唐
墨
に
達
す
る
に
は
エ
ジ
ナ
河
流
域
に
沿
う
て
南
下
し
、

甘
州
付
近
か
ら
南
山
々
脈
の
山
谷
を
縫
う
て
二
河
北
岸
に
来
る
か
、

ま
た
は
陰
山
付
近
か
ら
オ
ル
ド
ス
沙
漠
中
を
南
下
し
て
馳
駆
流
域
を

西
に
辿
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
蟹
州
路
経
由
は
西
夏
の
中
心

部
を
南
下
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
以
上
到
底
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。

も
し
エ
ジ
ナ
百
貫
を
南
下
し
て
甘
・
涼
州
方
面
か
ら
爾
山
女
脈
中
を

懸
河
北
岸
ま
で
来
た
も
の
と
す
れ
ば
、
西
夏
の
有
名
な
黒
山
威
福
監

軍
司
（
カ
ラ
踵
ホ
ト
遺
趾
、
エ
ジ
ナ
河
口
岸
）
や
飛
州
甘
粛
監
軍
司
（
銀

甲
）
の
在
っ
た
地
域
を
通
り
南
下
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
の
、

普
遍
西
夏
が
河
西
通
廓
を
制
圧
し
て
い
る
場
合
出
4
5
え
得
な
い
順
路
で

あ
る
。
　
一
体
に
西
夏
は
河
西
を
守
備
す
る
た
め
監
軍
司
の
配
備
は
極

め
て
慎
重
に
考
慮
し
て
交
適
路
上
の
要
地
は
洩
れ
な
く
管
轄
下
に
置

く
よ
、
つ
に
し
て
い
た
。
瓜
州
西
平
監
雷
甲
司
は
瓜
州
か
ら
ロ
ブ
H
ノ
！

ル
方
面
や
伊
州
、
高
墨
方
面
に
対
す
る
河
西
西
端
部
交
通
路
分
妓
地

点
の
ま
こ
と
に
重
要
な
地
域
を
制
圧
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
黒
山

威
福
監
軍
司
は
伊
州
方
面
か
ら
東
行
し
て
河
魚
の
北
側
を
陰
山
麓
に

到
達
す
る
途
中
の
要
地
、
古
の
漢
の
故
居
皇
城
の
地
に
配
置
さ
れ
、

エ
ジ
ナ
角
筋
に
沿
う
河
西
の
縦
断
路
の
北
出
口
を
抑
え
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
卓
羅
監
軍
司
は
本
城
卓
嘱
城
を
今
の
荘
浪
河
、

当
時
の
喀
羅
川
下
流
域
に
建
て
こ
の
河
西
縦
断
路
の
南
出
口
を
拘
擁

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
黒
水
鎮
燕
監
軍
司
は
賀
甲
山
北
方
に
陰
山
と

の
間
に
置
か
れ
、
懸
、
興
州
方
面
に
南
下
す
る
路
及
び
エ
ジ
ナ
河
方

面
か
ら
東
行
し
て
陰
山
麓
や
オ
ル
ド
ス
沙
漠
に
来
る
路
を
制
し
、
豊

州
甘
浦
監
軍
司
は
豊
州
、
涼
州
に
通
じ
る
古
来
の
河
西
路
及
び
甘
、

露
幽
間
の
路
を
制
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
西
夏
は
見
事
に
河
西
付

近
の
主
要
交
通
路
の
要
地
を
掌
握
し
て
、
各
監
軍
司
は
厳
し
く
通
行

諸
国
人
を
監
視
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
「
達
鞭
」
か
ら
「
董
毯
所
業
」

に
縦
断
し
た
こ
と
は
理
解
し
難
い
。
こ
こ
は
榎
教
授
の
よ
う
に
読
ん

87　（87）
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夏時代における河西を避ける交通路（前田）

で
林
檎
城
よ
愚
管
i
宋
廷
と
来
た
と
考
瓦
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
が
、

オ
ル
ド
ス
沙
漠
南
縁
に
沿
う
て
契
丹
と
青
唐
城
と
の
間
に
盛
ん
に
往

来
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
西
夏
の
周
辺
に

発
達
し
て
い
た
国
際
交
通
路
を
検
討
す
る
意
味
で
、
し
ば
ら
く
考
察

し
て
み
よ
う
。
　
「
達
靱
」
か
ら
こ
の
交
通
路
を
辿
っ
て
青
唐
墨
に
達

せ
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

　
幻
　
オ
ル
ド
ス
沙
漢
南
縁
交
通
路

　
（

　
桑
田
博
士
の
達
鞄
、
種
…
塩
（
宗
幕
城
）
、
董
毯
所
居
（
青
窃
笑
）
の

順
に
沸
立
田
使
者
が
通
っ
た
と
す
る
説
を
成
立
せ
し
め
得
る
余
地
は
、

や
や
東
方
寄
り
に
回
り
路
に
な
る
け
れ
ど
も
陰
山
麓
か
ら
オ
ル
ド
ス

沙
漠
を
南
下
し
て
勢
州
付
近
に
お
い
て
西
南
兆
し
、
オ
ル
ド
ス
沙
漠

の
南
縁
を
縁
取
る
横
山
の
麓
に
沿
う
て
西
夏
の
左
瀬
に
属
す
る
華
墨

軍
司
を
縫
っ
て
六
盤
山
麓
を
過
ぎ
蘭
州
付
近
で
黄
河
を
渡
り
濃
河
流

域
を
西
行
し
た
と
考
え
る
以
外
に
な
い
。
そ
し
て
元
豊
初
年
に
お
い

て
は
確
に
こ
の
路
ぽ
存
在
し
て
い
た
。

　
嘉
祐
四
年
（
一
〇
五
九
）
契
丹
は
沈
丁
曜
（
青
唐
族
大
首
領
）
に
遣
使

し
、
相
共
に
連
繋
し
て
涼
州
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
が
果
さ
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
西
夏
書
事
巻
二
〇
嘉
祐
四
年
冬
十
月
の
条
に
左

の
記
載
が
一
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
ひ
　
び
　
ひ
　
　
　
　
む
　
ゆ
　
む
　
い
　
ロ

　
冬
＋
月
、
契
丹
約
西
蕃
高
取
涼
州
・
不
果
。
契
丹
救
遣
使
、
由
回
鶴
路
至

　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
河
濃
、
約
昔
噺
難
羅
嘱
望
夏
國
、
課
率
董
猛
烈
備
州
輿
之
。
近
設
麗
聞
之
、

　
増
兵
備
河
西
、
會
臓
難
以
道
遠
鳴
難
合
、
乃
止
。

回
鵬
…
路
に
由
っ
て
河
濃
の
晩
含
煮
に
屡
々
遣
書
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
頃
の
前
後
に
は
契
丹
と
青
関
城
と
の
往
来
は
「
園
鵤
路
」
に
由

る
こ
と
多
く
、
す
な
わ
ち
陰
山
付
近
か
ら
藺
還
し
て
ア
ラ
シ
ア
ン
沙

漢
を
過
ぎ
、
沙
州
の
西
南
を
迂
園
し
て
青
海
湖
岸
を
経
、
青
唐
笠
、
に

達
し
た
こ
と
が
解
る
。
こ
の
場
合
、
海
鵜
路
と
は
オ
ル
ポ
γ
河
畔
経

由
路
か
、
陰
山
西
麓
よ
り
西
行
し
て
エ
ジ
ナ
河
口
を
経
由
す
る
路
か

不
明
で
あ
る
が
、
黒
水
鎮
燕
監
軍
司
、
黒
山
威
福
監
軍
司
の
位
置
を

考
察
す
る
と
、
陰
山
北
方
を
オ
ル
ホ
ソ
河
畔
を
西
に
過
ぎ
て
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
沙
州
西
方
か
ら
東
南
折

し
て
青
唐
墨
ま
で
来
た
契
丹
使
者
達
の
往
来
は
ま
こ
と
に
壮
大
な
規

模
の
交
通
路
を
現
出
せ
し
め
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

に
西
夏
の
交
通
上
の
重
要
意
義
が
あ
る
。

　
太
衝
八
年
（
宋
、
元
豊
五
年
〔
一
〇
八
二
〕
）
宋
軍
は
西
夏
の
懸
案
を

攻
め
て
失
敗
し
、
直
後
、
西
夏
は
勢
州
北
方
闘
近
く
迫
り
、
翌
年
に

は
そ
の
大
軍
が
竜
駕
を
攻
撃
し
た
。
し
か
し
宋
夏
野
陣
営
の
対
立
か

ら
西
夏
は
努
め
て
契
丹
に
平
和
的
態
度
に
出
、
友
好
関
係
を
維
持
し
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よ
う
と
し
て
い
る
。
契
丹
際
身
竜
西
夏
の
依
頼
に
よ
っ
て
董
毯
に
使

者
を
通
じ
、
西
夏
と
青
唐
族
と
の
和
解
を
試
み
・
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

西
夏
書
事
巻
二
六
元
豊
五
年
夏
四
月
の
条
に

　
復
因
遼
人
知
和
予
董
毯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
り

　
　
黒
氏
慮
西
蕃
暗
中
國
繋
累
使
、
請
豆
餅
獲
。
趣
遼
國
使
走
同
韻
青
唐
、

　
　
む
　
　
む

　
　
説
之
。
蟹
琶
以
荷
宋
厚
恩
義
、
不
敢
負
辞
。

と
見
え
る
。
青
唐
事
と
宋
と
が
提
携
す
る
の
を
怖
れ
て
、
契
丹
使
者

と
し
て
董
毯
に
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
く
西
夏
と
契
丹

と
が
互
に
危
険
な
く
友
好
状
態
に
あ
る
証
拠
で
あ
っ
て
、
宋
は
頗
る

契
丹
の
青
唐
遣
直
を
気
に
し
て
い
る
。
宋
會
要
輯
稿
蕃
夷
六
吐
蕃
元

翌
六
年
八
月
竪
臼
の
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
補
導
≧
、
可
魔
羅
憲
選
使
開
園
董
癒
阿
里
骨
、
以
契
丹
與
宗
寄
糟
店
懸
遠

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
利
害
不
能
相
及
、
令
堅
守
、
前
後
要
約
協
力
、
出
兵
攻
討
西
賊
。

と
あ
っ
て
、
い
か
に
頗
繁
に
契
丹
使
者
が
青
唐
城
に
赴
い
た
か
そ
の

一
班
を
察
し
得
る
。
こ
の
道
程
は
沙
子
の
西
回
り
で
な
く
、
む
し
ろ

オ
ル
ド
ス
沙
漠
南
縁
に
沿
う
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
契
丹
、
西
夏
間

の
国
情
が
嘉
祐
年
闘
と
大
い
に
異
っ
て
い
た
こ
と
、
元
豊
時
代
に
契

丹
、
西
夏
の
両
国
人
が
盛
ん
に
こ
の
交
通
路
に
由
っ
て
往
来
し
て
い
，

た
こ
と
な
ど
で
察
知
さ
れ
る
。
績
資
治
通
鑑
長
編
巻
三
一
四
国
幽
冊
四

年
秋
七
月
壬
辰
の
条
に

　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む

　
上
批
、
麟
府
路
最
當
契
丹
夏
人
交
通
孔
道
。

と
あ
る
。
麟
府
路
と
は
麟
州
、
府
国
策
で
横
山
の
東
北
端
部
で
あ
る

が
、
こ
こ
が
契
丹
と
酉
夏
と
の
交
通
上
の
血
道
に
当
っ
て
い
た
と
言

う
。
元
豊
年
間
に
入
る
と
屡
肉
西
夏
軍
が
無
定
河
流
域
や
麟
州
方
面

に
東
侵
す
る
が
、
彼
等
が
璽
州
方
面
と
麟
州
方
闘
と
の
間
に
横
山
北

麓
沿
い
に
交
通
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
元
豊
五
年
九
月
、
宋
軍
の
重

要
拠
点
永
樂
城
が
陥
落
し
た
後
、
横
山
爾
麓
ま
で
拡
が
っ
た
西
夏
勢

力
を
思
う
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
契
丹
の
勢
威
も
オ
ル
ド
ス
沙
漠
を
蔽
う
て
い
た
。
威
雍
七
年
（
宋
、

煕
寧
四
年
二
〇
七
一
〕
）
及
び
太
康
元
年
（
宋
、
煕
寧
八
年
〔
一
〇
七
五
〕
）

に
は
吐
蕃
の
契
丹
来
貢
が
行
わ
れ
、
回
鶴
も
ま
た
［
屡
々
、
契
丹
に
来

　
　
　
⑰

貢
し
た
。
吐
蕃
と
は
青
豪
族
の
こ
と
で
擁
護
の
三
河
経
略
に
応
じ
て

彼
等
が
契
丹
に
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
自
然
の
勢
い
と
も
考
え

ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
太
康
四
年
以
降
（
宋
、
元
仁
元
年
以
降
）

阻
卜
部
の
契
丹
朝
貢
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
画
六
年

十
一
月
、
契
丹
が
旭
区
と
阻
卜
部
と
の
間
に
在
っ
た
生
熟
鉄
を
甥
ぐ

こ
と
を
禁
じ
た
事
実
は
契
丹
が
甲
州
近
く
ま
で
支
配
圏
を
拡
げ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

允
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
契
丹
勢
力
西
進
期
に
は
オ
ル
ド
ス
沙
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夏時代における河購を避ける交通路（前濁）

漠
西
部
近
く
ま
で
そ
の
勢
力
は
波
汲
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
契
丹
に
依
っ
て
西
．
夏
を
避
け
沙
漠
を
南
下
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
っ
た
。
績
資
治
通
鑑
長
編
巻
四
七
一
一
兀
祐
七
年
三
月
丙
戌
の

条
に
環
慶
経
略
立
野
資
の
言
を
載
せ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
む
　
　
　
ゆ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む

　
而
玉
露
幻
想
隔
遠
、
未
知
懸
化
軽
忽
。
今
若
於
河
東
各
面
川
界
求
雪
道
、

　
ご
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む

　
遣
竪
町
塔
坦
、
陳
述
大
宋
威
徳
、
因
西
金
畠
爵
命
、
撫
之
。
使
出
兵
団
擾

　
夏
掛
、
以
輿
癒
川
稲
爲
摘
角
…
…

と
見
え
る
。
こ
れ
は
西
夏
に
対
し
て
宋
が
達
組
を
利
用
し
よ
う
と
し

た
態
度
の
現
わ
れ
で
あ
る
が
、
　
宋
か
ら
達
鞄
（
塔
坦
）
に
達
す
る
の

に
河
東
か
、
ま
た
は
遡
川
界
か
ら
行
く
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
前
．

者
の
場
合
は
契
丹
勢
威
下
を
縫
っ
て
西
北
隠
し
、
後
転
の
場
合
、
河

西
縦
断
略
を
北
上
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
も
間
道
と
書
う
の

は
そ
れ
ぞ
れ
容
易
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
契
丹
の
抄

掠
の
甚
だ
怖
し
か
つ
た
こ
と
を
、
元
豊
六
年
五
月
に
干
閲
の
使
者
達

が
述
べ
て
い
る
こ
と
（
後
述
）
を
思
う
と
、
　
こ
の
路
竜
西
域
方
面
諸

国
が
青
唐
城
に
赴
く
迂
回
路
と
し
て
困
難
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。

　
そ
の
上
、
西
夏
左
瘤
の
監
軍
司
が
石
州
、
宥
州
、
曇
霞
な
ど
に
置

か
れ
横
山
麓
を
警
備
し
、
今
の
満
水
河
下
流
か
ら
寧
夏
中
衡
方
面
を

頭
痛
監
軍
司
が
守
備
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
、
西
夏
を
避

け
る
交
通
路
と
し
て
は
非
常
に
危
険
な
」
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
し
か
に
青
玉
城
方
面
と
陰
山
東
部
方
面
と
の
間
に
オ
ル
ド
ス
沙
漠

爾
磁
路
に
由
る
交
通
は
行
わ
れ
た
が
、
西
域
方
面
諸
国
か
ら
こ
こ
を

経
由
し
て
青
唐
城
に
達
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

　
こ
こ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
時
有
名
な
王
翻
の

煕
河
経
略
の
結
果
と
し
て
、
特
に
前
述
の
よ
う
に
莞
酋
薄
舞
結
鬼
章

の
檎
獲
に
よ
っ
て
元
豊
初
年
以
来
、
逸
黎
、
郷
蒜
等
遠
西
諸
国
は
じ

め
干
閥
・
癒
薙
等
の
多
く
の
西
域
方
面
の
国
々
が
宋
朝
に
入
貢
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
秦
州
方
面
、
中
州
方
禰
と
淫
河
流
域
と
の
間
に

活
溌
な
往
来
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
西
域
方
面
諸

国
の
宋
へ
の
来
貢
の
事
情
に
応
じ
て
契
丹
の
阻
ト
や
西
方
対
策
が
考

え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
も
か
く
元
豊
期
に
入
る
と
、
契
丹
の
勢

力
が
張
り
、
遠
雷
中
期
以
降
は
オ
ル
ド
ス
沙
漠
血
縁
の
横
山
麓
に
も

西
夏
の
支
配
が
及
び
、
こ
れ
ら
二
国
は
宋
に
対
す
る
た
め
に
共
同
し

て
青
亜
族
と
和
好
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
太
康
八
年
（
宋
、
元
豊
五

年
）
二
月
、
西
夏
は
捕
え
た
宋
将
張
天
一
を
契
丹
に
献
じ
、
同
年
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

月
に
西
夏
は
契
丹
に
来
貢
し
て
い
る
こ
と
が
遼
史
本
紀
に
見
え
る
が

当
時
の
両
国
の
友
好
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
若
い
得
る
。
こ

の
故
に
オ
ル
ド
ス
沙
漠
南
桑
に
沿
う
て
契
丹
、
西
夏
の
人
馬
交
通
が
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為
さ
れ
、
特
に
こ
こ
で
は
契
丹
の
青
最
善
へ
の
出
国
が
為
さ
れ
た
こ

と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
元
豊
四

年
冬
十
月
、
宋
朝
に
来
貢
し
た
挑
蒜
國
使
者
が
報
告
し
た
挑
蘇
よ
り

中
原
に
来
る
経
過
路
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
考
察
す
る
と
、
桑
田
博

士
の
説
く
よ
う
に
達
靱
、
種
橿
（
宗
寄
城
）
、
萱
毯
所
居
（
青
唐
笛
）
の

順
路
を
来
た
と
論
ず
る
こ
と
は
不
当
と
な
り
、
オ
ル
ド
ス
沙
漠
南
縁

路
は
た
だ
契
丹
と
西
夏
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
青
唐
城
方
面
と
の

交
通
路
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
竜
の
で
あ
る
。
た
だ
西
夏
の
東
側

に
契
丹
と
青
唐
族
の
間
に
頻
り
に
往
来
の
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
前
述

し
た
契
丹
の
河
西
の
北
方
、
西
方
を
遠
く
迂
回
し
て
青
唐
城
に
達
し

た
交
逓
と
と
も
に
西
夏
の
周
囲
に
行
わ
れ
た
国
際
交
通
の
一
と
し
て

注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
の
　
元
豊
六
号
五
月
・
干
三
朝
蚕
詑
嘉
の
批
判

　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
1
河
西
忠
断
路
i
i

　
オ
ル
ド
ス
沙
漠
南
単
路
を
轡
遍
っ
て
達
細
一
か
ら
最
目
新
城
に
西
域
方
面

諸
国
が
来
た
こ
と
を
示
す
よ
う
に
見
え
る
史
料
が
あ
る
。
通
説
と
し

て
前
掲
史
料
と
と
も
に
、
河
西
を
避
け
て
中
原
に
来
る
東
西
交
通
路

が
存
し
た
と
い
う
こ
と
の
例
示
に
よ
く
引
用
さ
れ
る
史
料
で
、
数
少

い
西
夏
時
代
に
お
け
る
東
西
交
通
関
係
史
料
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋

會
予
選
稿
蕃
夷
四
予
閣
脚
臥
一
兀
豊
山
ハ
年
五
日
置
一
日
の
条
に
左
の
男
茎
が

　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

あ
る
。

　
五
月
一
臼
、
子
闘
貢
方
物
、
見
干
延
和
殿
。
上
聞
日
、
離
本
國
幾
何
φ
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
四
年
。
在
道
幾
何
時
。
田
二
年
。
從
工
夫
。
田
道
由
筆
頭
回
紘
、
草
頭
達

　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
ロ
　
　
む

　
靱
、
董
盟
等
閣
。
又
郷
戸
、
留
董
穣
幾
何
時
。
臼
一
年
。
達
鞄
有
無
酋
領

　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
む
　
　
　
ロ
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
む
　
　
ほ
　
　
　
ゆ

　
部
落
。
日
以
乏
草
粟
、
故
纏
由
寒
地
、
皆
散
居
也
。
難
問
、
道
由
諸
國
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ロ
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
　
ロ
　
　
　
む

　
無
書
髭
。
日
暴
評
契
丹
耳
。
贈
爵
、
所
経
由
去
契
丹
幾
何
里
。
誘
導
法
難
。

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む

　
四
日
詔
干
闘
國
大
首
領
、
書
到
達
鞍
諸
國
距
漢
江
遠
近
圃
、
降
附
李
憲
。

　
嘗
有
朝
旨
、
委
憲
遣
人
假
道
董
毯
使
達
鞄
二
三
。

元
豊
六
年
五
月
朝
貢
し
た
干
關
の
使
者
が
神
宗
の
問
に
答
え
た
言
葉

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
翌
翌
の
使
者
は
「
黄
処
理
紘
」
　
「
草
頭

達
鞄
」
を
経
て
董
毯
の
国
に
来
て
、
こ
こ
に
一
年
留
っ
た
後
に
宋
廷

に
達
し
た
の
で
あ
る
。
在
道
四
年
と
い
・
2
冨
葉
か
ら
推
せ
ば
青
唐
城

に
お
け
る
一
ケ
年
の
滞
在
を
考
え
合
せ
て
「
黄
頭
回
紡
」
、
「
草
頭
達

胆
」
を
通
過
し
た
の
は
お
そ
ら
く
元
翌
五
年
夏
以
前
の
こ
と
で
、
元

蟹
　
一
一
年
－
四
年
の
頃
に
違
い
な
い
。

　
「
草
頭
尊
号
」
に
つ
い
て
は
詳
し
く
解
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
達

鞄
の
一
部
に
間
違
い
な
く
、
し
た
が
っ
て
前
述
し
た
よ
う
に
エ
ジ
ナ

河
以
東
、
陰
山
麓
に
至
る
間
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漠
然
と
こ
れ
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盛夏時代における河西を避ける交通路（前田）

を
再
調
付
近
か
ツ
ァ
イ
ダ
ム
盆
地
方
面
に
考
え
て
「
青
海
路
」
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
て
来
た
と
い
う
従
来
の
説
は
誤
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
青
海
湖
岸
を
通
っ
た
と
解
す
る
た
め
に
は
ま
ず
「
草
頭
貼

雑
」
が
他
州
西
南
に
居
た
こ
と
を
論
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か

し
甘
干
の
一
部
か
ま
た
は
そ
の
別
名
か
と
考
え
ら
れ
る
限
り
に
お
い

て
、
　
「
草
頭
達
組
」
は
エ
ジ
ナ
河
流
域
以
西
に
居
た
と
考
察
す
る
の

は
無
理
で
あ
る
。
当
時
の
達
胆
と
呼
ば
れ
た
地
域
の
範
囲
に
つ
い
て

は
前
述
し
た
通
り
で
、
こ
れ
に
基
い
て
子
闘
の
使
者
達
は
ア
ラ
シ
ア

ン
沙
漠
の
北
部
を
経
過
し
た
も
の
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
閲
屯
な
く

神
宗
が
彼
等
に
達
鞄
諸
国
の
漢
境
を
去
る
地
理
遠
近
の
図
を
画
か
せ

て
い
る
こ
と
、
神
獣
の
問
に
対
し
て
値
に
離
断
部
落
乏
粟
の
状
を
答

え
て
い
る
態
度
な
ど
は
達
鞄
の
地
を
通
ら
な
く
て
は
で
き
ぬ
こ
と
で

あ
る
。
た
と
え
一
歩
譲
っ
て
「
草
頭
達
鞄
」
が
沙
州
西
南
に
居
た
と
し
、

こ
こ
を
通
り
董
毯
所
居
の
青
落
城
に
来
た
も
の
と
考
え
る
と
す
れ
ば
、

「
契
丹
を
去
る
こ
と
暴
馬
里
」
の
路
を
通
っ
た
と
い
う
報
告
を
ど
う

解
す
る
か
疑
聞
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
こ
の
史
料
は
ア
ラ
シ
ア
ン
羅

漢
北
部
方
面
か
ら
青
唐
城
に
南
下
し
た
こ
と
と
な
妙
、
中
間
経
由
地

を
記
さ
な
い
か
ら
何
と
竜
言
え
な
い
が
、
こ
の
ま
ま
の
文
意
を
素
直

に
採
れ
ば
ど
う
し
て
も
河
西
を
北
か
ら
南
に
縦
断
し
て
来
九
こ
と
に

な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
普
通
、
西
夏
を
避
け
て

当
時
の
諸
国
が
交
通
し
た
状
況
か
ら
考
え
る
と
頗
る
理
解
に
苦
し
む

所
で
あ
る
。
こ
こ
に
前
章
に
お
い
て
論
じ
た
よ
う
な
オ
ル
ド
ス
沙
漠

南
縁
路
を
通
っ
て
西
南
辛
し
た
と
い
う
考
え
が
成
立
し
な
い
こ
と
は

な
い
。
そ
う
し
て
前
々
章
に
お
い
て
紹
介
し
た
元
豊
四
年
冬
十
月
、

沸
罧
國
朝
貢
記
事
と
と
も
に
達
鯉
、
青
唐
城
間
の
交
通
史
料
と
解
し

　
　
　
　
　
　
　
＠
撫

得
な
い
こ
と
は
な
い
。

　
し
か
し
全
然
別
な
特
殊
事
情
が
西
夏
内
部
に
発
生
し
て
い
た
。
績

資
治
通
鑑
長
編
巻
三
二
六
元
豊
五
年
五
月
辛
卯
の
条
に
左
の
通
り
の

記
載
が
見
送
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
詔
沈
括
李
盗
癖
授
、
擬
環
逃
路
経
略
司
爽
、
蕃
官
阿
齊
言
、
夏
島
母
八
三

　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
む
　
　
ほ
　
　
む
　
　
り
　
　
　
　
　
む
　
　
サ
　
　
む

　
月
初
鮎
集
河
内
、
西
盛
府
羅
彰
界
、
甘
藷
…
瓜
沙
。
十
人
護
凡
人
、
欲
諸
路

　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む

　
二
七
。
人
馬
已
獲
赴
興
州
。
及
四
月
丁
丑
西
賊
二
萬
籐
人
騎
侵
犯
潅
安
鎮
。

　
自
去
歳
興
師
以
來
、
椎
物
恥
賊
廻
避
官
軍
致
不
能
大
有
剋
獲
賊
。

元
豊
五
年
三
月
初
よ
り
、
西
夏
の
国
母
、
す
な
わ
ち
黒
氏
が
西
面
尉

羅
彰
界
、
封
、
禰
、
瓜
、
沙
州
の
人
々
を
獲
し
て
河
内
に
凝
集
し
、

諸
路
入
憲
の
準
備
を
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
右
に
掲
げ
た
通
行
本
の

運
筆
刊
本
長
編
で
は
「
十
人
獲
凡
人
」
と
な
っ
て
い
る
が
嘉
慶
刊
本

も
伺
じ
く
「
柔
し
と
・
な
っ
て
、
河
西
ム
予
土
の
薇
囲
百
久
の
兵
す
べ
て
が
河

・93 （93）



西
か
ら
河
内
に
徴
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
と
な
る
が
西
夏
書
事
や
西
夏

紀
に
は
「
凡
」
の
代
り
に
「
九
」
と
な
っ
て
、
河
西
の
兵
が
十
人
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

九
人
が
東
行
し
て
し
ま
っ
た
と
言
う
。
と
も
か
く
元
豊
五
年
五
月
、

環
慶
路
経
略
司
の
秦
に
拠
れ
ば
三
月
初
め
か
ら
河
西
に
は
殆
ん
ど
西

夏
の
兵
が
居
な
く
な
っ
た
と
い
う
蕃
官
蒸
器
の
言
が
あ
っ
て
、
重
大

な
変
化
が
河
西
に
起
っ
て
い
る
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
時

の
宋
夏
の
激
し
い
戦
い
に
対
す
る
西
夏
陣
営
の
意
気
込
み
で
あ
る
。

　
こ
の
異
変
が
西
夏
の
下
汐
で
あ
る
瓜
橋
西
平
監
軍
司
、
黒
水
鎮
燕

監
軍
司
、
甘
州
甘
禰
監
軍
司
な
ど
の
斜
脚
軍
司
の
守
備
を
殆
ん
ど
空

虚
な
状
態
と
し
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
荘
懸
河
流
域
を
守
備

し
た
と
考
え
ら
れ
る
卓
識
監
軍
司
さ
え
、
お
そ
ら
く
こ
の
形
勢
下
に

在
っ
て
は
涼
州
方
面
と
蘭
州
方
面
と
の
重
要
交
通
と
な
っ
て
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
荘
浪
河
谷
の
守
り
を
通
常
通
り
行
い
得
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

元
豊
五
年
夏
頃
に
草
頭
達
鞍
か
ら
董
毯
の
国
に
来
た
と
書
う
干
關
の

使
着
達
は
岡
年
三
月
初
頃
か
ら
起
つ
た
こ
の
河
西
の
異
変
に
乗
じ
て

エ
ジ
ナ
河
筋
を
南
下
、
雲
州
か
芸
州
の
南
方
の
山
谷
を
縫
う
濃
河
北

岸
に
達
し
得
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
が
ん
ら
い
四
川
盆
地
、
桃
水
流
域
、
濃
河
流
域
、
と
予
闘
方
面
と

の
間
の
交
通
路
の
一
と
し
て
、
一
度
銀
河
北
岸
か
ら
北
上
し
爾
山
々

脈
を
北
に
突
き
切
っ
て
エ
ジ
ナ
河
上
流
に
繊
、
こ
こ
か
ら
河
筋
に
北

上
し
て
河
口
付
近
に
お
い
て
西
行
し
て
行
く
路
が
あ
っ
た
。
梁
の
慧

鮫
の
高
僧
書
巻
十
三
興
福
第
八
繹
法
獄
の
条
に
拠
る
と
、
彼
は
苦
学

三
年
（
四
三
五
）
に
金
陵
を
発
し
、
正
蜀
、
河
南
、
黒
甜
を
経
て
干
關

に
行
く
が
茜
茜
を
通
説
通
り
欝
欝
と
解
し
、
河
爾
を
吐
挙
筋
と
解
す

れ
ば
ど
う
し
て
も
彼
の
行
路
は
濃
河
流
域
を
北
上
し
て
南
山
女
脈
中

を
縫
う
て
甘
葛
か
涼
州
の
南
に
出
、
エ
ジ
ナ
鴬
野
に
沿
う
て
北
上
し

た
も
の
と
考
え
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
に
過

ぎ
な
い
事
実
で
あ
る
が
甘
州
南
方
か
ら
大
通
河
谷
を
経
、
濃
墨
支
流

で
あ
る
北
川
河
流
域
に
沿
う
て
西
寧
盆
地
に
入
る
路
と
、
涼
州
（
五

代
、
宋
初
の
西
涼
購
）
の
棄
南
方
、
当
時
の
蒼
松
（
言
振
）
す
な
わ
ち

今
の
漫
心
縣
…
付
近
か
ら
鳥
鞘
嶺
の
峠
路
を
南
に
越
え
て
荘
浪
河
－

宋
代
に
は
喀
唐
鋤
と
言
わ
れ
る
1
流
域
を
衛
州
の
北
に
南
下
し
て

来
る
路
が
古
来
か
ら
河
西
の
縦
断
路
と
し
て
存
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
た
ま
た
ま
西
夏
内
部
の
突
発
事
情
に
よ
っ
て
、
予
闘
の
使

者
達
が
こ
の
交
通
路
を
利
用
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
西
夏
は
常

時
に
お
い
て
は
厳
し
く
こ
れ
を
守
9
、
黒
水
鎮
燕
は
北
出
口
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

エ
ジ
ナ
河
口
を
、
卓
嘱
和
南
は
南
出
口
で
あ
る
荘
浪
河
口
、
濃
河
口

を
守
備
し
、
こ
の
二
監
軍
司
の
拳
闘
に
雲
州
甘
禰
監
軍
司
が
右
廓
の
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夏時代における河醤を避ける交通路（前田）

中
心
的
存
在
と
し
て
重
鎮
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
？
ま
り
、
元
豊
四
年
冬
十
月
沸
蘇
國
朝
貢
記
事
に
黒
し
桑
田
説
の

欠
陥
を
補
う
意
味
で
元
豊
時
代
の
オ
ル
ド
ス
沙
漠
回
縁
に
沿
う
て
達

靱
と
青
唐
城
と
の
問
に
交
通
が
行
わ
れ
得
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の

結
果
に
基
い
て
元
豊
六
年
五
月
干
闘
朝
貢
寵
妾
を
批
判
し
て
み
る
と
、

そ
の
史
料
は
青
海
路
を
辿
っ
て
き
た
と
す
る
通
説
と
反
対
に
か
え
っ

て
ナ
ル
ド
ス
沙
漠
夕
曇
沿
い
に
西
南
行
し
て
来
た
と
考
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
が
、
詳
し
く
当
時
の
西
夏
事
情
、
特
に
河
西
守
備
の
状
況
を

検
討
し
て
み
る
と
、
意
外
に
も
達
輯
か
ら
エ
ジ
ナ
繋
筋
を
南
下
し
淫

河
北
岸
に
達
す
る
古
来
か
ら
の
河
西
縦
断
路
を
辿
っ
た
も
の
と
考
え

得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
要
す
る
に
こ
の
元
豊
六
年
五
月
の
干
關
朝
貢
使
の
経
過
し
た
道
程

を
単
に
「
青
海
路
」
と
し
て
都
合
の
い
い
よ
う
に
片
づ
け
て
き
た
通

説
は
全
く
誤
り
・
で
あ
っ
て
、
一
逆
に
事
惜
…
が
馳
計
せ
ば
エ
ジ
ナ
眼
筋
を
｛
國

下
し
て
部
署
流
域
に
出
て
爾
、
煕
、
摂
州
等
を
経
て
東
行
す
る
入
貢

路
の
存
し
た
こ
と
を
物
語
る
竜
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
西
夏
時
代

に
お
，
け
る
河
西
を
避
け
る
東
西
交
通
路
の
研
究
に
と
っ
て
は
あ
く
ま

で
電
特
殊
事
例
で
あ
っ
て
、
西
夏
の
占
め
る
国
際
交
通
上
の
重
要
意

義
を
知
る
こ
と
に
止
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
論
を
最
初
に
戻
し
て
元
豊
四
年
冬
十
月
挑
七
二
朝
貢
寵
事
に

対
す
る
私
見
を
述
べ
よ
う
。

四
、
三
三
に
つ
い
て
の
考
え

　
こ
の
よ
う
に
論
を
す
す
め
て
く
る
と
藪
夏
時
代
、
河
西
の
爾
北
両

側
に
展
開
し
た
東
西
交
通
路
に
関
し
て
は
最
初
に
掲
示
し
た
沸
蒜
國

朝
貢
記
事
が
唯
一
の
貴
重
な
手
掛
り
と
な
っ
て
く
る
。
前
述
し
た
通

り
、
桑
田
博
士
の
所
説
を
末
丈
の
「
次
」
の
解
釈
、
新
福
州
と
善
干
・

關
の
位
置
か
ら
考
え
た
「
次
」
の
解
釈
な
ど
か
ら
ど
う
に
も
従
い
難

く
、
結
局
、
榎
教
授
の
説
く
よ
う
に
種
橿
は
宗
冨
城
を
指
す
の
で
は

な
く
、
達
鞍
に
行
く
に
は
種
橿
を
経
過
し
て
行
く
意
に
解
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
思
う
。
そ
れ
も
種
橿
の
位
置
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
黄
昏
週
乾
」
（
以
下
、
本
史
料
引
用
以
外
、
黄
韻
図
鶴
と
書
く
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

位
置
は
明
代
に
な
る
と
ツ
ァ
イ
ダ
ム
盆
地
西
部
に
居
住
し
て
い
た
。

元
代
に
は
粛
州
方
酒
に
も
居
た
こ
と
は
元
古
駅
三
八
至
元
元
年
六
月

辛
酉
の
条
に

　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
辛
酉
、
有
司
言
、
甘
繍
撒
里
畏
薩
金
銀
。
請
武
官
税
之
。

と
見
え
る
所
か
ら
竜
窺
わ
れ
る
。
そ
れ
は
酒
泉
縣
付
近
が
古
来
か
ら

有
名
な
金
の
産
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
笹
塚
畏
が
金
銀
を
産
し
た
と
い
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う
こ
と
は
こ
の
辺
に
竜
解
毒
畏
が
居
た
こ
と
を
心
す
か
ら
で
、
こ
こ

に
言
う
撒
常
久
と
は
元
史
の
他
の
箇
所
に
記
載
さ
れ
る
三
里
畏
吾
で

サ
リ
“
ウ
イ
グ
ル
、
す
な
わ
ち
早
く
も
白
鳥
博
士
が
述
べ
ら
れ
た
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

頭
回
鵠
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
元
史
巻
一
太
祖
六
年
辛
未
、
岡
二
十
一

年
二
月
の
条
、
…
巷
六
〇
地
理
志
西
涼
州
下
禰
…
空
路
、
沙
州
路
の
条
な

ど
に
は
太
祖
が
西
郡
府
、
歯
…
州
、
沙
州
を
攻
撃
し
た
こ
と
、
輝
和
爾

が
来
降
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
記
録
が
散
見
す
る
の
で
、
輝
和
爾
と

は
普
通
、
回
鵬
を
意
味
す
る
以
上
、
明
代
に
ツ
ァ
イ
ダ
ム
盆
地
西
部

に
居
た
と
い
う
黄
頭
嚢
鵤
は
元
太
祖
の
攻
撃
を
浴
び
て
河
西
々
部
か

ら
西
移
し
た
竜
の
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
空
蝉
會
昌
初
年

に
西
走
し
た
回
鵬
は
甘
、
三
州
、
高
昌
、
魏
薮
に
大
集
団
を
為
し
て

定
住
し
て
い
た
が
、
ロ
ブ
蹉
ノ
ー
ル
か
ら
沙
瓜
州
方
顧
に
一
帯
に
散

布
し
、
禰
州
方
面
に
竜
黄
麻
園
縢
…
と
呼
ば
れ
る
回
鵬
が
居
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

　
達
靱
と
は
エ
ジ
ナ
河
西
方
を
称
し
た
と
思
わ
れ
な
い
か
ら
（
前
述
）
、

問
題
の
一
文
を
「
次
い
で
黄
頭
廻
組
に
至
る
。
又
、
対
し
て
達
鞄
に

至
る
に
は
業
繋
を
経
過
し
…
…
」
と
読
め
ば
種
橿
は
エ
ジ
ナ
河
流
域

か
ら
西
方
、
こ
の
得
体
の
知
れ
な
い
、
ロ
プ
ー
ノ
ー
ル
、
沙
、
瓜
、

粛…

B
に
拡
っ
て
い
た
露
頭
回
鴨
と
の
澗
に
な
け
れ
獄
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
一
文
の
直
前
に
は
薔
慰
労
を
経
過
し
て
干
閥
三
所

居
と
な
っ
て
い
た
新
福
州
を
経
、
灼
昌
城
（
約
畠
城
）
に
至
る
と
干
關

の
界
で
あ
る
、
と
書
い
て
あ
る
か
ら
　
（
薔
子
關
と
新
福
州
の
位
置
は
史

実
に
従
っ
て
読
ん
だ
）
、
絹
平
城
一
か
ら
蓄
怠
蹟
回
胃
壁
に
噛
達
し
、
こ
こ
か
ら
種

橿
を
経
て
蘂
即
し
、
達
鞠
に
行
く
こ
と
と
な
る
。
宋
磁
要
輯
稿
の
約

謡
城
，
績
資
治
通
義
長
編
の
灼
墨
城
は
共
に
鄭
善
の
意
で
あ
る
と
す

る
通
説
に
は
従
う
が
、
安
倍
博
士
の
所
論
の
よ
う
に
そ
の
有
名
な
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

善
城
を
6
軍
需
げ
Φ
ゆ
　
の
位
置
に
比
定
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
私
は

O
げ
鍵
匹
蔚
に
比
定
し
た
い
。
唐
光
啓
元
年
書
爲
童
言
伊
州
地
鼠
残
巻

に
拠
れ
ば
、
沙
州
の
西
方
一
五
八
○
里
に
石
城
鎮
が
あ
り
、
こ
の
城

の
東
方
一
八
○
里
に
屯
城
、
西
方
二
三
〇
里
に
新
城
が
在
る
。
石
城

鎮
北
方
四
尾
に
蒲
帝
城
が
在
っ
た
。
薩
玉
城
は
石
城
鎮
西
南
方
四
八

○
里
に
在
っ
て
、
吐
蕃
や
吐
谷
渾
の
往
来
の
多
か
っ
た
こ
と
が
伝
え

　
　
　
㊥

ら
れ
い
る
。
閃
．
芝
●
↓
び
O
B
効
ω
の
言
う
ロ
ブ
湖
三
二
、
或
は
ロ
ブ
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

四
城
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
七
城
は
一
名
小
都
善
と
呼
ば
れ
、
西
方
の
郡

善
大
城
に
対
し
て
称
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
当
時
の
干
閥
王
の
勢
威

が
ロ
ブ
盤
ノ
ー
ル
の
岸
辺
ま
で
伸
張
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

中
国
の
地
名
の
称
呼
は
時
代
が
下
る
と
国
境
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
名

を
ヰ
原
に
近
い
地
名
に
転
用
し
て
称
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
な
ど
か
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夏時代における河西を避ける交通路（前田）

ら
、
唐
末
に
小
螂
善
と
呼
ば
れ
て
い
た
屯
城
を
も
担
当
末
に
は
鄭
善

と
称
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
て
竜
決
し
て
無
理
な
こ
と
で
は
な
い
。

鄭
善
城
の
位
置
が
達
鞍
方
面
と
青
唐
族
方
面
と
に
行
く
路
の
岐
路
に

な
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
よ
い
よ
郵
善
を
O
げ
賃
O
げ
Φ
昌
に

比
定
す
る
よ
り
も
思
想
所
在
地
、
ロ
プ
ー
ー
ノ
ー
ル
西
南
岸
に
近
い
所

と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ロ
プ
ー
ー
ノ
ー
ル
は
石
城
鎮
の
北
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

三
二
〇
里
に
位
縛
し
て
い
海
。
ス
タ
イ
ソ
卿
は
伊
循
離
す
な
わ
ち
屯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

城
を
O
げ
鍵
謙
語
に
比
定
し
て
い
る
が
、
藤
田
豊
八
博
士
に
よ
れ
ば

ス
タ
イ
ソ
卿
が
軒
泥
城
の
位
農
に
比
定
し
た
ζ
膣
9
。
ロ
の
地
は
門
経

注
所
伝
の
通
り
で
正
し
く
、
北
魏
の
時
の
都
善
様
と
は
塾
代
の
伊
循

城
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
博
士
に
よ
れ
ば
石
城
鎮
を
伊
循
城
西
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
書
い
た
唐
代
記
録
に
疑
問
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

省
き
、
湿
潤
城
を
意
味
す
る
灼
（
約
）
昌
城
と
は
0
ぴ
鍵
置
涛
の
爾
方
一

八
○
里
に
在
っ
た
石
城
鎮
と
す
る
沙
州
伊
州
地
志
残
巻
を
信
じ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
と
し
て
お
こ
う
。
と
す
れ
ば
郡
馬
糧
が
記
聞
東
界
で
あ
り
、
沙
、
瓜
、

蹴
州
方
面
に
散
布
し
て
い
た
受
頭
回
鴉
を
通
り
達
靱
に
向
う
途
中
に

経
過
す
る
種
搬
と
は
瓜
沙
州
付
近
の
北
方
に
当
る
の
で
は
な
い
か
。

　
さ
て
こ
こ
に
五
代
の
頃
の
重
要
な
河
西
と
予
閥
と
の
闘
の
記
録
が

あ
る
。
有
名
な
高
居
講
の
使
干
単
記
で
あ
る
。
新
五
代
史
巻
七
四
四

夷
附
録
第
三
に
引
か
れ
て
い
る
こ
の
説
録
に
拠
れ
ば
慢
罵
と
称
さ
れ

た
部
族
が
沙
州
西
方
に
購
…
り
、
牙
帳
が
胡
盧
磧
に
在
っ
た
が
、
鞍
手

が
大
序
城
（
七
屯
誠
、
屯
城
）
に
到
達
す
る
と
宰
相
以
下
多
く
が
迎
え

て
い
る
。
膏
使
は
仲
雲
界
を
西
に
出
て
「
醗
磧
」
を
渉
り
干
關
の
勢

州
に
行
く
の
で
あ
る
が
、
仲
今
旦
の
威
を
瓜
沙
の
人
六
が
怖
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
左
に
具
す
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
其
調
書
都
郷
河
、
日
陽
關
。
沙
州
西
聞
伸
雲
。
其
牙
帳
居
胡
旛
磯
。
二
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
ほ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
り

　
雲
者
小
月
支
之
遺
毒
悪
。
其
人
勇
而
好
職
、
瓜
沙
之
人
皆
揮
之
。
胡
志
州

　
幽
明
帝
時
征
飼
奴
屯
田
採
点
盧
、
蓋
黒
地
也
。
地
無
水
測
温
寒
多
．
雪
。
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ロ
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
天
防
雪
鹿
子
別
電
。
匡
勲
等
西
行
入
相
三
界
、
至
大
帝
城
。
仲
雲
遣
宰
相

　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
㎎
人
都
督
三
十
七
人
、
候
齋
使
者
。
匡
郷
等
以
詔
書
慰
諭
之
。
海
東
向
拝

　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ゆ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
む

　
自
仲
雲
界
始
渉
離
磧
。
無
水
掘
地
瓦
灘
沙
、
人
置
之
智
以
止
渇
。
又
西
渡

　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
陥
河
。
伐
灘
概
泳
中
、
乃
渡
。
不
三
月
陥
。
又
饅
簗
紺
州
。
紺
州
干
瓢
所

　
概
也
。
在
沙
蚕
西
南
。
云
去
京
師
九
千
五
百
里
爽
。

伸
縮
は
音
韻
の
類
似
か
ら
種
搬
に
岡
じ
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
芸
を
右

馬
田
の
仲
雲
と
同
一
と
解
す
る
と
ど
う
や
ら
問
題
が
解
決
さ
れ
そ
う

　
　
⑪

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
仲
雲
を
沙
州
の
西
方
と
し
、
大
国
城
に
入

る
と
伸
雲
の
宰
桐
等
が
迎
え
、
ま
た
黒
雲
の
界
を
出
て
西
行
す
る
と

い
う
謝
意
か
わ
推
せ
ば
、
星
雲
の
根
拠
地
は
大
屯
城
の
よ
う
に
思
え
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る
。
醗
藩
眠
は
ロ
ブ
H
ノ
ー
ル
西
南
…
か
ら
干
・
聞
方
藏
に
行
く
途
中
の
有

名
な
悪
路
で
あ
っ
て
、
濃
州
、
瓜
州
か
ら
ロ
プ
ー
ノ
ー
ル
や
伊
州
、

さ
ら
に
高
書
方
面
に
向
う
途
上
に
在
る
唐
代
の
莫
賀
延
磧
、
ま
た
は

大
患
鬼
魅
磧
と
異
る
竜
の
で
島
崎
昌
教
授
指
摘
の
よ
う
に
爾
域
水
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

記
に
現
わ
れ
る
徐
松
の
兇
解
…
は
誤
っ
て
い
る
。
豊
松
は
こ
の
高
居
講

の
記
録
を
引
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
ロ

　
又
高
三
滝
燕
子
關
記
云
、
沙
州
西
日
仲
夏
族
。
自
仲
雲
界
始
渉
鹸
磧
、
皆

　
雄
馬
以
達
畑
中
…
…
或
日
流
沙
、
曜
日
鹸
蔽
、
即
今
購
順
諸
程
。
唐
人
謂

　
評
議
賀
延
債
、
又
謂
之
大
患
鬼
魅
磧
観
証
艇
瀧

と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
大
唐
大
慈
恩
寺
三
嘆
法
師
傳
巻
一
之
十

一
に
は
玉
門
關
外
西
北
行
の
難
路
を
写
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
ゆ
　
む

　
關
外
西
北
又
有
五
三
三
、
望
漸
居
之
。
各
彬
去
百
鑑
中
、
元
水
草
。
五
炸

　
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
之
外
豊
国
賀
延
磧
。
伊
吾
田
三
間
一
環
憤
。
壮
丁
弓
馬
、
恨
死
不
細
計
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
あ
り
瓜
州
北
方
伊
州
閣
の
莫
賀
延
払
の
難
行
を
示
し
て
い
る
。
諸

書
を
案
ず
る
に
醗
（
鹸
　
）
循
　
と
は
明
か
に
O
び
鋤
暦
匹
涛
付
近
か
ら
「
紺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

州
」
方
蘭
に
行
く
難
路
で
あ
り
、
文
中
の
大
町
城
は
前
掲
の
光
啓
元

年
書
窩
蘇
州
伊
州
地
志
野
巻
や
壽
昌
縣
地
鏡
の
屯
城
、
新
唐
書
地
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

志
に
載
す
る
七
屯
城
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
述
の
漢
代
の
伊
循
城
で

あ
っ
て
、
、
仲
璽
驚
朕
が
ロ
ブ
聾
ノ
ー
ル
南
川
西
山
犀
地
域
〔
に
拠
っ
て
い
た
こ

と
は
明
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
高
居
講
が
何
故
、
そ
の
牙
帳
は
胡

欝
積
、
つ
ま
り
漢
屯
田
の
故
地
と
し
て
有
名
な
吾
盧
（
露
悪
盧
、
伊
州
）

に
在
る
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
清
の
陶
保
湿
は
高
居
謳
の
こ
の
矛
盾
し
た
記
載
に
疑
を
挾
み
、
高

居
謳
四
か
翻
㍗
縢
藩
隅
を
紐
レ
五
μ
厳
と
出
喝
え
、
　
こ
こ
に
［
牙
帳
が
在
っ
た
と
状
湿
べ

た
の
は
誤
り
で
、
仲
雲
総
髪
帳
は
必
ず
古
説
蘭
の
地
で
あ
る
大
屯
城

に
在
っ
た
筈
で
あ
る
と
し
、
胡
慮
磧
と
は
必
ず
し
も
伊
吾
磁
の
地
に

限
ら
ず
、
西
域
地
名
に
多
く
胡
盧
と
冠
せ
ら
れ
る
地
名
が
あ
り
、
後

に
恰
刺
と
冠
せ
ら
れ
る
地
名
の
多
い
こ
と
を
論
じ
て
胡
盧
磧
と
は
恰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

刺
磧
に
ほ
か
な
ら
ず
と
断
じ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
仲
雲
族
が
ロ
ブ
齪
ノ
ー
ル
に
居
た
こ
と
の
説
明
に
は
な

る
が
、
高
居
堀
認
が
何
故
、
紬
目
雲
族
の
「
牙
帳
」
が
伊
吾
願
に
在
っ
た

と
し
た
こ
と
の
非
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
に
不
充
分
で
、
彼
の
論
に

も
欠
除
は
あ
る
。
瓜
沙
の
人
が
皆
こ
れ
を
揮
る
程
の
威
勢
を
有
す
る

紳
三
族
は
余
程
、
後
欝
の
頃
に
大
き
い
勢
力
を
持
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
と
、
陶
保
廉
の
説
に
拘
ら
ず
、
唐
網
以
来
、
翠
黛
と
名

称
さ
れ
る
地
名
は
殆
ん
ど
蕃
部
畜
牧
の
好
機
で
あ
っ
て
、
吟
刺
と
胡

坐
が
音
韻
上
類
似
す
る
か
ら
と
書
っ
て
も
陰
刺
を
冠
す
る
語
が
元
代
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薔夏時代における河西を避ける交通路（前細）

以
降
に
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
鹿
骨
、

五
代
に
胡
慮
礒
と
書
え
ば
通
常
、
伊
州
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
事
実

　
　
　
⑩

な
ど
か
ら
、
私
は
高
居
講
の
雷
を
信
じ
て
毒
筆
の
説
は
受
け
ら
れ
ぬ

と
思
う
。
文
中
に
見
え
る
通
り
、
牙
帳
に
は
雪
多
く
、
寒
く
、
天
暖

の
時
、
雪
解
水
で
仲
雲
の
人
々
は
潤
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
報
告
は
伊
州
、
す
な
わ
ち
伊
吾
盧
の
地
で
あ
る
。
こ
こ
は

盆
地
で
あ
り
、
西
北
に
標
高
四
〇
〇
〇
米
を
越
え
る
山
嶺
が
耀
え
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

流
が
南
西
流
し
て
こ
の
盆
地
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
乾
燥
地
形
中
の

盆
地
気
候
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
揮
プ
韮
ノ
ー
ル
岸
の
気
候

を
指
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
、
こ
の
よ
う
な
胡
磁
磧
を
陶
氏
の

よ
う
に
大
黒
城
付
近
を
雷
う
と
は
理
解
で
き
な
い
。

　
要
す
る
に
仲
雲
族
の
牙
帳
は
今
の
略
口
密
、
誌
代
黒
革
盧
、
唐
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

伊
州
の
地
に
在
り
、
強
盛
を
誇
っ
て
屠
た
た
め
に
瓜
沙
の
人
女
を
も

脅
威
し
、
ロ
プ
ー
ノ
ー
ル
洒
南
岸
地
域
に
も
支
配
圏
を
及
ぼ
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
要
地
で
あ
っ
た
か
ら
大
屯
城
に
使
臣
を
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
と
も
か
く
胡
要
脚
を
今
の
陰
密
の
地

と
し
て
、
仲
雲
族
居
住
地
は
三
密
盆
地
を
中
心
に
広
く
拡
が
っ
て
い

た
と
考
え
た
い
。

　
考
え
を
戻
し
て
、
葉
桜
國
の
使
者
が
灼
（
約
）
昌
城
（
干
闘
東
界
の

ロ
プ
ー
ー
ノ
ー
ル
西
南
岸
地
域
）
、
沙
群
馬
北
西
の
教
頭
國
騰
、
種
橿
す
な

わ
ち
今
の
恰
密
の
地
、
達
輕
（
エ
ジ
ナ
河
の
東
方
）
と
辿
｝
る
交
通
路
を

報
告
し
た
と
す
る
と
ま
こ
と
に
自
然
な
道
程
で
あ
る
。
詫
言
を
仲
雲

と
考
え
、
黄
頭
回
鵤
か
ら
達
魍
寄
り
に
種
橿
が
位
発
せ
ね
ば
な
ら
な

ら
ぬ
か
ら
、
種
搬
を
ロ
プ
ー
ノ
…
ル
岸
に
比
定
す
れ
ば
全
く
史
実
に

合
わ
な
く
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
は
ど
う
し
て
も
高
居
講
の
記
載
を
信

じ
て
仲
雲
族
掛
帳
を
伊
吾
慮
（
恰
密
）
と
し
、
し
た
が
っ
て
種
橿
を
そ

こ
に
比
定
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
宋
初
に
こ
の
地
は
磐
代
同
様
に
伊
州

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
河
西
か
ら
こ
こ
を
経
て
天
山
東
部
や
干
難
壁

禰
に
も
交
通
し
て
い
る
か
ら
、
河
西
を
通
れ
な
い
藤
域
諸
国
は
ロ
ブ

銭
ノ
ー
ル
南
西
岸
地
域
か
ら
こ
こ
を
経
て
河
西
の
北
側
を
東
行
し
た

　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
野
蒜
國
の
使
考
は
「
達
靱
に
行
く
に
は
種
搬
を
経
過
し
て
行
き
、

董
毯
所
居
に
行
く
に
は
光
臨
城
を
経
過
す
る
」
の
意
味
を
言
っ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
は
っ
き
り
彼
等
の
経
由
地
を
述
べ
た
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
掲
げ
た
文
の
最
後
に
「
青
唐
薯
に
至
れ

ば
乃
ち
中
國
の
界
に
至
る
」
と
見
え
る
の
で
、
お
そ
ら
く
普
通
よ
く

雷
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
ツ
ー
ノ
イ
ダ
ム
盆
地
、
青
海
湖
岸
、
を
通
っ

て
青
唐
城
ま
で
辿
っ
て
来
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
文
章
の
解
読
を
榎
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教
授
の
よ
う
な
読
み
方
に
同
意
す
れ
ば
、
こ
の
一
文
は
前
文
の
河
西

南
北
側
交
通
路
を
説
明
し
た
後
に
、
筆
を
改
め
て
東
行
し
て
青
唐
城

に
到
達
す
る
場
合
の
多
か
っ
た
事
情
を
示
も
て
い
る
竜
の
で
あ
ろ
う
。

河
西
の
北
側
の
「
達
靱
路
」
と
、
そ
の
南
側
の
「
青
海
路
」
と
の
分

岐
点
は
ロ
ブ
賎
ノ
ー
ル
南
岸
の
南
方
に
当
り
、
乱
頭
回
鵜
は
こ
の
辺

に
竜
散
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
故
に
こ
そ
灼
畠
城
（
約

昌
城
）
ー
ー
郡
善
i
、
黄
頭
回
鵤
、
種
橿
（
仲
里
）
、
達
靱
と
経
過

す
る
北
路
と
、
巻
頭
嗣
鵠
、
林
檎
城
（
林
金
城
）
、
青
唐
城
と
辿
る
南

路
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
石
城
鎮
東
南
四
八
○
塁
に
在

っ
た
薩
砒
城
付
近
に
人
々
の
往
来
不
絶
で
あ
っ
た
状
態
も
理
解
さ
れ

⑱
る
。

五
、
む
　
す
　
び

　
私
は
従
来
、
軽
女
し
く
利
用
さ
れ
て
簡
単
に
河
西
の
南
北
簡
側
に

出
現
し
た
西
夏
時
代
の
「
達
遡
路
」
と
「
青
海
路
」
の
二
交
通
路
に

関
し
引
用
さ
れ
た
既
述
の
二
史
料
を
厳
密
に
批
判
し
て
み
た
。
こ
の

場
合
、
最
竜
見
解
の
対
立
が
は
っ
き
り
し
、
ま
た
本
論
文
の
焦
点
で

あ
る
「
紅
斑
」
に
つ
い
て
桑
田
博
士
と
主
教
擾
と
が
論
じ
た
所
説
に

対
す
る
批
判
を
中
心
と
し
て
、
元
豊
時
代
の
歴
史
的
背
景
、
西
夏
を

め
ぐ
る
國
際
情
勢
、
交
通
状
況
の
検
討
を
加
え
、
さ
ら
に
詳
細
に
こ

の
問
題
の
一
史
料
の
吟
味
を
し
た
結
果
、
定
説
と
さ
れ
て
い
た
考
え

と
や
や
異
な
る
私
見
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
要
約

を
記
す
る
と
左
の
通
り
と
な
る
。

　
①
　
元
豊
四
年
冬
十
月
、
擁
蘇
國
朝
貢
記
事
は
定
説
通
り
、
河
西

　
　
の
南
北
側
の
東
西
交
通
路
、
す
な
わ
ち
「
達
韓
路
」
と
「
青
海

　
　
路
」
と
の
存
在
を
示
す
竜
の
で
あ
る
が
、

　
②
　
文
中
の
「
種
橿
」
と
は
桑
田
説
の
よ
う
な
宗
寄
の
意
味
で
は

　
　
な
く
て
、
　
「
茸
雲
」
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
今
の
恰
密
の
地
域
を

　
　
指
す
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
　
「
脳
髄
路
」
は
ロ
プ
ー
ー
ノ

　
　
ー
ル
か
ら
恰
密
を
経
て
東
行
し
た
屯
の
で
あ
る
。

⑧
　
史
料
の
読
み
方
は
榎
説
に
同
意
さ
れ
る
が
、
元
豊
時
代
に
オ

　
　
ル
ド
ス
沙
漠
南
縁
路
を
西
南
行
し
て
青
唐
城
に
達
す
る
路
i

　
　
西
夏
の
東
側
を
青
唐
城
に
向
う
交
通
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と

　
　
は
、
沙
州
の
西
側
を
迂
圓
し
て
契
丹
か
ら
青
唐
に
達
し
た
交
通

　
　
と
と
も
に
重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
西
夏
の
交
通
上
の

　
　
重
要
音
“
義
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

㈲
　
元
蟹
六
年
五
月
、
干
醐
朝
貢
記
事
は
定
説
と
反
対
に
エ
ジ
ナ

　
　
河
筋
か
ら
河
西
の
甘
、
隠
州
付
近
を
南
に
下
り
、
南
山
即
詠
中
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夏時代における河西を避ける交瓶路（前田）

を
縫
っ
て
濃
河
北
岸
に
来
た
例
で
、
西
夏
の
特
殊
事
情
に
基
く

特
例
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
河
西
縦
断
路
の
例
と
し
て
扱
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

①
宋
會
要
輯
稿
方
斌
一
二
西
涼
府
、
同
蕃
夷
七
歴
代
朝
貢
、
群
書
円
索
後

集
巻
六
四
四
夷
方
瓢
貫
、
　
締
蝋
資
治
桶
他
鰍
阻
長
鱒
灘
巻
・
八
五
、
　
瞬
巻
一
〇
六
、
　
同
巻

　
一
七
三
、
二
三
巻
一
五
四
。

②
藤
枝
晃
氏
「
沙
州
鰍
義
軍
節
凌
使
始
末
」
東
方
學
報
京
都
十
二
の
三
、

　
十
一
　
…
の
二
。

③
た
と
え
ば
朱
愈
要
輯
稿
蕃
夷
七
歴
代
朝
貢
、
元
櫓
七
年
望
月
二
十
八
肩
、

紹
墾
三
年
五
月
七
嚴
。

④
績
資
治
通
鑑
長
編
巻
四
9
底
角
二
年
六
月
甲
串
、
宋
史
部
三
一
三
游

師
雄
徳
、
同
巻
四
九
二
吐
蕃
踊
厩
難
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
績
資
治
通
鑑
長
編
巻
三
一
七
元
豊
奪
略
冬
＋
月
虹
未
の
条
で
は
、
像
厩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

都
令
噺
孟
判
の
祢
が
彌
に
、
砦
四
十
程
の
程
が
里
に
、
約
昌
城
が
灼
昌
城

　
　
　
　
　
　
　
む

　
に
、
種
糧
が
種
楓
に
な
っ
て
い
る
（
通
行
本
の
光
緒
刊
本
）
。
嘉
嘉
刊
本

　
　
　
　
　
　
　
む

　
で
は
約
長
城
を
胸
長
城
と
す
る
の
は
明
か
に
灼
の
誤
り
。
静
喜
堂
文
庫
蔵

　
宋
刊
本
績
資
治
通
鑑
喪
綿
撮
要
に
は
欠
く
。

　
　
群
書
考
由
察
後
維
ボ
巻
六
四
酎
財
赫
賦
㎜
門
H
四
【
夷
申
刀
笛
貝
に
は
単
に
　
「
一
理
常
闇
四
年
瓢
貝
申
刀

　
物
」
と
の
み
見
え
る
。

　
文
中
の
「
類
福
州
」
は
宋
史
に
は
「
新
復
州
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
藤
枝
晃
氏
は
「
沙
州
麟
義
軍
簸
度
使
始
末
」
（
東
方
學
報
京
都
十
二
の

　
三
、
十
三
の
二
）
に
お
い
て
単
に
河
西
の
南
側
、
青
海
湖
近
辺
の
東
行
す

　
る
交
通
路
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
に
引
用
さ
れ
、
　
門
李
癒
蓬

の
興
謹
と
東
繭
交
通
」
（
羽
晴
博
士
頒
欝
記
念
東
洋
史
論
叢
）
に
お
い
て

　
西
夏
時
代
東
西
交
通
路
の
型
を
撫
摘
し
て
い
る
。
安
倍
健
夫
博
土
は
近
著

　
「
西
ウ
イ
グ
ル
國
史
の
研
究
」
四
六
〇
頁
、
四
八
○
頁
に
お
い
て
審
尋
記

録
の
比
較
を
さ
れ
て
注
意
さ
れ
た
。
宮
崎
市
定
博
士
も
「
支
那
周
辺
史
下
扁

所
収
「
宋
代
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
の
中
で
ツ
ァ
イ
ダ
ム
盆
地
を
経
て
東
行

す
る
路
を
こ
れ
に
よ
り
説
か
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
藤
枝
、
安
倍
、
宮
綺
等
諸
氏
の
説
は
桑
田
、
榎
両
氏

　
の
所
説
程
に
異
っ
た
見
解
を
示
さ
ず
、
概
ね
河
西
の
南
側
の
東
西
交
通
路

　
が
北
朱
代
に
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

⑦
宗
薪
城
の
位
綴
に
つ
い
て
は
榎
一
雄
教
授
「
王
翻
の
煕
河
経
略
に
就
い

　
て
」
　
（
蒙
古
學
報
一
）
補
註
⑤
に
詳
し
い
。

⑧
安
倍
健
夫
博
士
「
西
ウ
イ
グ
ル
國
史
の
研
究
」
一
碧
二
頁
、
藤
枝
晃
氏

も
特
に
異
論
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
白
鳥
庫
吉
博
士
「
西
域
史
上
の
新
研
究
」
　
（
濁
域
史
研
究
上
）
ト
ル
コ

語
の
。
り
鋤
隊
、
霞
た
は
ω
鍵
茜
ぴ
は
微
黄
を
意
味
す
る
と
説
か
れ
、
多
頭
廻
紡

　
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑨
芝
・
ゆ
母
§
o
乙
．
6
離
碁
①
ω
¢
ロ
O
o
宅
口
8
静
①
ζ
o
謁
。
口
⇔
〈
霧
時
呂
．

や
b
⊃
鵯
．
や
b
。
総
i
や
凶
。
。
ピ

　
安
倍
健
夫
博
士
「
西
ウ
イ
グ
ル
國
史
の
研
究
扁
三
七
九
頁
、
四
一
六
頁
、

　
閥
五
八
頁
、
四
七
二
頁
、

　
園
．
Φ
触
。
瓢
ω
ω
働
著
後
藤
十
三
雄
山
「
ア
ジ
ア
遊
牧
昆
糞
詰
」
二
二
八
頁
、

　
二
二
九
頁
。

⑩
ρ
①
舜
益
8
p
壽
①
巳
Φ
留
ω
．
蝉
客
、
魯
》
・
お
0
9
℃
・
の
ピ
や

①
刈
－
や
①
○
。
●
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⑳
榎
教
授
は
前
掲
論
文
の
謎
⑤
で
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
主
と
し
て
宗

　
幕
城
の
位
㎜
臓
考
証
を
行
わ
れ
た
時
に
触
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
決
し
て
主
題

　
と
な
っ
て
論
ご
ら
れ
た
わ
け
で
な
い
。

＠
箭
内
霜
露
士
羅
靱
考
」
（
蒙
古
史
研
究
）
に
拠
る
。

　
　
松
井
等
氏
は
「
契
丹
可
敦
城
考
」
　
（
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
告
第
一
）

　
に
お
い
て
、
　
「
阻
ト
考
」
と
い
ケ
一
節
を
掲
げ
阻
ト
と
は
縫
鞄
で
あ
る
と

　
考
え
て
い
る
。
か
つ
て
前
田
盛
典
氏
も
「
十
世
紀
時
代
の
九
族
鍵
鞄
」
に

　
お
い
て
（
東
洋
學
報
三
二
の
　
）
阻
ト
と
縫
鞍
と
の
詳
し
い
関
係
は
不
明

　
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
諸
家
通
説
の
通
り
、
阻
ト
ー
－
縫
麺
と
考
え
る
べ
き

　
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。

　
　
小
野
規
秀
知
合
「
注
古
部
の
一
騎
繹
」
（
東
洋
災
研
究
二
の
四
）
、
王
静

　
如
氏
「
論
阻
ト
與
礎
麹
扁
　
（
國
立
中
央
研
究
歴
史
語
欝
研
究
所
集
刊
二
の

　
一
二
）
王
國
維
氏
「
継
靱
考
」
　
（
王
忠
驚
公
遣
書
増
訂
本
観
堂
集
縮
縫
十
四
、

青
木
富
太
郎
氏
「
鍵
観
」
　
（
世
界
歴
史
大
白
典
）

⑲
前
田
直
典
氏
「
十
世
紀
時
代
の
九
族
縫
細
に
　
（
東
洋
墨
・
報
三
二
の
一
）

⑭
箭
内
羊
歯
土
「
縫
靱
考
」
（
蒙
古
史
研
究
）

⑯
天
徳
軍
の
位
概
に
つ
い
て
は
和
団
清
博
士
門
密
漁
天
徳
軍
の
位
概
に
つ

　
い
て
」
　
（
史
ロ
林
一
六
の
工
）

⑯
國
鵤
路
に
つ
い
て
は
陰
虚
北
方
を
オ
ル
ホ
ン
河
畔
に
北
上
し
、
カ
ラ
覧

　
パ
ル
ガ
ッ
ス
ン
囚
鍵
P
ゆ
巴
σ
q
四
ω
の
β
憐
に
達
し
、
毒
血
、
高
晶
方
面
に
西

行
す
る
も
の
と
、
ア
ラ
シ
ア
ン
沙
漠
を
蓉
行
し
エ
ジ
ナ
河
下
流
域
を
過
ぎ

　
て
行
く
も
の
と
の
二
路
の
考
え
が
あ
る
。
従
来
、
後
者
が
定
説
と
し
て
採

ら
れ
て
き
た
が
、
最
近
故
前
田
直
典
氏
が
茜
朋
掲
論
文
中
・
で
晶
朋
壷
を
重
視
し
、

　
王
延
徳
の
高
昌
に
向
う
路
も
お
そ
ら
く
ナ
ル
ホ
ン
河
畔
を
経
由
し
た
も
の

　
と
考
え
ら
れ
、
両
玄
倍
…
健
夫
博
士
も
こ
れ
に
聲
意
を
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
爾
憎
夏
紀
審
本
末
の
巻
首
鴎
に
概
　
る
と
、
算
額
西
麓
を
礎
輯
界
、
契
丹
界
、

　
興
州
界
の
間
と
し
、
こ
こ
に
黒
山
威
福
監
軍
司
を
位
醒
せ
し
め
て
い
る
。

　
こ
の
図
は
誤
り
が
多
い
か
ら
達
眼
で
き
な
い
が
、
黒
水
鎮
燕
監
軍
司
と
取

　
り
違
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
遼
史
巻
二
二
、
ヨ
ニ
、
澄
史
巻
七
〇
互
角
表
。

⑱
遼
史
巻
二
二
威
雍
六
年
十
｛
月
乙
卯
契
丹
の
西
域
方
面
経
営
と
阻
卜
部

　
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
藤
崎
精
郎
氏
「
墨
離
軍
と
遼
の
油
滴
域
関
係
」

　
（
史
林
四
〇
の
一
）
に
詳
し
い
。
氏
に
懸
れ
ば
瓜
州
西
北
チ
里
に
假
か
れ

　
た
唐
の
墨
離
軍
が
史
上
か
ら
姿
を
消
し
て
三
百
余
年
を
経
た
契
丹
天
顕
三

　
年
に
再
び
現
わ
れ
る
と
し
、
契
丹
は
阻
ト
部
を
入
貢
せ
し
め
て
こ
の
墨
離

　
軍
と
連
繋
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
憶
う
。
氏
は
ま
た
通
説
に
従
い
、
阻
卜

　
部
を
縫
範
、
達
鞄
と
見
て
い
る
。

⑲
遼
史
巻
二
四
太
康
八
年
二
月
己
巳
、
同
六
月
丙
辰
。

⑳
績
資
治
三
斜
長
編
巻
三
三
五
元
豊
六
年
五
月
丙
子
朔
に
も
見
え
る
。

⑳
宮
崎
市
定
博
士
「
宋
代
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
（
支
那
周
辺
史
下
）
藤
枝

　
晃
氏
「
薩
州
師
義
軍
節
度
使
始
末
」
　
（
東
方
學
報
京
都
十
二
の
三
、
十
三

の
二
）

⑳
宝
玉
博
士
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
は
、
達
靱
は
西
夏
を
包
含
す
る
語
意

　
を
も
有
す
る
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
簡
単
な
語
釈
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
以
上

述
べ
ら
れ
な
い
。

⑳
静
嘉
堂
文
庫
蔵
、
宋
刊
本
績
資
治
通
鑑
長
編
撮
要
に
見
え
な
い
。

⑳
西
夏
の
右
願
卓
難
監
軍
司
に
つ
い
て
は
別
に
専
稿
が
あ
る
の
で
近
く
発

　
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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夏時代における河西を避ける交通路（前田）

　
　
こ
の
点
、
東
洋
文
庫
の
松
村
潤
氏
の
助
力
を
得
た
。

⑳
白
鳥
庫
吉
博
士
前
掲
論
文
。

⑳
安
倍
健
夫
博
士
「
西
ウ
イ
グ
ル
國
史
の
研
究
」
四
八
○
頁
。

⑳
東
洋
文
庫
蔵
、
敦
煙
文
献
臼
貯
五
、
第
七
冊
、
客
・
G
。
宅
・
羽
罵
亨
博

　
士
「
斑
光
啓
元
年
書
海
難
州
伊
州
地
志
士
巻
に
就
い
て
」
　
（
羽
田
博
士
史

學
論
文
集
、
森
鹿
三
教
授
「
新
出
敦
煙
石
室
遺
書
特
に
簿
鼠
縣
二
三
に
つ

　
い
て
」
　
（
東
洋
史
研
究
通
巻
簾
十
巻
第
二
号
）

⑳
即
貞
●
↓
ぎ
導
器
、
麟
σ
①
欝
ロ
冨
㌶
ω
碧
O
島
o
o
二
日
①
艮
ω
8
g
興
艮
畠

O
窪
器
ω
Φ
目
癸
冨
ω
鑓
昌
．
℃
偉
」
具
H
H
．
6
冨
窯
。
σ
海
農
δ
歪

⑳
奮
天
福
十
年
写
本
濤
昌
野
地
鏡
（
森
麗
三
教
授
前
掲
論
文
）
に
も
同
じ

　
く
屯
城
北
方
三
こ
○
里
に
至
愚
海
が
在
っ
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
こ

　
の
文
献
は
民
国
三
十
一
年
向
達
氏
が
羽
織
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
大

体
、
ス
タ
イ
ン
卿
の
蒐
集
し
た
光
啓
元
年
銀
盤
の
沙
州
伊
州
地
志
革
巻
と

同
じ
で
あ
る
が
処
々
、
異
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
。

　
藤
田
豊
八
博
士
は
「
西
域
研
究
」
　
（
東
西
交
渉
史
の
研
究
、
西
域
篇
）

　
に
お
い
て
漢
代
文
献
の
記
録
、
水
輪
注
、
唐
代
文
献
の
記
録
を
比
較
し
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑭
ω
8
貯
、
ω
興
貯
良
ρ
、
＜
9
H
8
や
ω
一
。
。
撃

⑫
藤
田
豊
八
博
士
前
掲
論
文
。

⑳
詳
細
を
避
け
る
が
藤
田
博
土
の
所
論
に
も
疑
点
が
あ
り
、
ロ
ブ
”
ノ
ー

　
ル
の
水
位
が
漢
や
北
魏
の
時
代
と
庸
代
で
は
非
常
に
異
っ
て
い
る
こ
と
を

念
頭
に
お
い
て
史
料
批
判
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

⑭
種
一
櫨
と
仲
盤
駅
の
音
韻
の
類
似
に
つ
い
て
は
｛
勘
崎
口
響
教
授
の
示
唆
を
得
〃
た
。

特
記
し
て
同
教
授
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

⑳
徐
松
「
西
域
水
道
記
」
巻
三
里
刺
涼
爾
所
受
水
の
「
（
窯
河
）
西
支
注

　
於
涼
爾
し
の
条
、
島
瞬
昌
教
授
「
由
龍
堆
考
」
一
、
二
、
　
（
中
央
大
学
文

学
部
紀
要
史
学
五
一
暑
、
二
号
）

⑳
望
①
営
．
ω
窪
営
＆
p
、
＜
。
ド
員
押
や
ご
瞳
一
や
ご
蕊
噂
瓜
州
西
行
一
〇

　
〇
里
で
野
馬
泉
に
至
る
と
あ
り
、
鷹
野
延
磧
は
鳥
、
獄
、
水
の
な
い
沙
湊

　
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
元
和
群
縣
志
巻
四
〇
朧
右
道
下
伊
州
、
宋
炎
巻
四
九
〇
高
醤
伝
参
照
。

⑳
ω
θ
①
ぎ
．
ぴ
重
く
。
ド
H
鉾
ウ
罷
。
。
三
新
唐
書
巻
四
〇
地
理
志
、
繭
州

　
交
河
懸
蒲
昌
の
条
。

⑯
陶
保
廉
「
辛
卯
星
行
詑
扁
塁
壁
に
搬
れ
ば
紺
州
を
†
篇
に
比
定
し
て
い

　
る
。
安
倍
健
夫
博
士
は
O
び
①
雪
げ
①
口
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

⑳
　
陶
保
廉
「
辛
卯
侍
行
記
」
笹
野
。

⑳
胡
癒
は
チ
ベ
ッ
ト
語
意
の
「
群
れ
る
」
意
。

⑪
中
華
民
園
新
地
圃
第
四
十
七
圖
。

⑫
ω
轡
①
賞
筐
群
く
9
H
H
轡
や
環
ミ
．
、
8
冨
ぽ
ω
8
臨
。
鈴
δ
δ
o
団

国
簿
導
｝
、
の
中
で
喰
密
の
凝
脂
に
触
れ
、
そ
の
大
ぎ
い
史
上
の
役
割
を
述
べ

　
て
い
る
。
卿
は
沙
瓜
州
方
噸
か
ら
繭
行
ず
る
場
合
の
μ
プ
ー
ノ
ー
ル
俸
の

い
O
午
ご
路
の
よ
う
に
、
北
行
し
て
天
出
東
部
に
至
る
要
地
で
あ
る
と
言
う
。

＠
岡
隣
精
郎
氏
は
史
林
四
〇
巻
一
口
7
7
に
「
墨
型
軍
と
遼
の
対
西
域
関
係
」

　
を
掲
げ
、
仲
雲
族
に
触
れ
る
が
沙
州
西
方
に
厨
た
と
の
み
述
べ
る
に
論
り
、

　
島
綺
縁
教
授
も
「
白
龍
堆
考
」
二
（
前
掲
中
央
大
学
紀
要
）
に
お
い
て
特

　
に
詳
論
に
及
ば
な
い
。

④
宋
史
巻
四
九
〇
干
閥
國
伝
乾
徳
四
年
の
条
。

⑮
葱
光
魯
元
年
書
寓
沙
州
伊
州
地
志
残
巻
及
び
講
昌
縣
地
勢
に
拠
る
。
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Geographical　Significance・　of・　the　Comrriunities　in

　　　　　　　　　　　　　　　　Central　Andes

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　Takaaki　Sasaki

　　The　existence　of　the　communities，　called　ayllu，　in　the　central　Andes

area　had　been　well－known　for　a　loRg　tirrie．　Tal〈ing　formerly　enlarged’

families　as　the1r　unit，　they　were　a　kind　of　livlng　community　combined

with　regional　marrlage，　economic　community　which　held　bultivated

land，　irrigation　waterway　and　pasture　ln　comrnon　and　assigned　lots，

and　a　unlt　of　administratlon．

　　After　the　Spanish　conquest，　some　of　these　communities　that　were

deprived　of　their　material　foundation　of　existence　were　dissolved　pro－

mptly；on　the　other　hand，　many　held　by　varlous　factors　preventing

the　dissolution　were　in　a　gradually　changing　process．　As　native　cul－

ture　of　such　communlties　was　comparatively　well　reserved　within

them，　foreign　cglture　developlng　over　the　communities　could　be　gra－

dually　mixed　with　theirs；　therefore，　the　national　culture　has　been

formed，　characterizing　the　central　area　of　Andes　as　it　is．　ln　other

words，　the　national　charactet　of　the　central　Andes　area　has　been　gro－

wlng　in　the　changing　process　of　the　Communltles．

The　Traflic　Routes　Without　passing　Ho－hsi（河西）in

　　　　　　　　　　　　　　the　Hsi－hsia（西夏）Era

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Masana　Maeda

　　In　the　so－called　ffsi＿hsiα　（西夏）　eera，　there　appeared　the　routes　from，

west　to　east　through　the　north　or　south　side　of．Ho－hsi（河西）parallel

to　・the　Ilo－hsi　passage，　because　of　interception　of　the　old　traMc　route

froln　the　central　Asia　to　Chun8’一鋼伽（中原）through　the　Ho－hsi　pas－

sage；　which　is　establishd　as　ac　theory，　though　its　detail　still　re－

mained　unknown．

　　Especially　on　the　interpretation　of　the　historical　materiai　．about　the

tribute－bringing　by　the　Fu－lin　e瓢pire　（3弗蒜国）．in　October　of　the　4th

year　of　y寵απ拶η8（元豊），　there　is　an　absolute　difference　in　views

between　Dr．　Rokuro　Kuwata　and　Prof．　Kazuo　Enol〈i．　The　very　point
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・of　their　v圭ews　is　found　iパ‘Chung一ω動”（種橿），　and　its　location　is　an

／important　theme　for　studying　the　then　trathc　routes　from　west　to　east．

　　The　main　purpose　of　thls　artlcle　ls　to　consider　the　locatlon　of

イ‘ b1η魏g－z〃動”（．種橿）which　should　be　Yin一？ni（ll今次）of　the　presnt　day．

Under　the　close　investigation　of　the　historical　mac　terial　about　the

tributebringing　by　．Yrk’一tien　（干關）　in　May　of　the　6th　year　of】勉αη拶πg

（元豊）also，　there　are　found　the　route　cutting　vertically　Ho－hsi　south一

’wards　along　the　Etzina　River，　the　route　from　Tatar　（eseeif，ndB）　area

’along　the　southern　edge　of　the　Ordos　desert　to　Ch‘ing－t‘ang－ch‘eAng

（青面前），or　the　foute　round　the　west　of　Sha－chou（沙州）to　Ch‘ing－

t‘ang－ch‘6π9　（青唐城）；this　means　the　existence　of　internatienal　traflic

・routes　passing　the　surroundings　of　Hsi・hsia（西夏），　contrary　to　the

・established　theory．

On　the　Reformation　of　Military　Administration　by　the

　　　　ChoshZt（長州）Clan　in　the　Keio（慶応）Era。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Al〈ira　Tanaka

　　Trying　to　trace　the　bearer　of　the　Mei2’i　Restoration　directly　to　the

league　of　reform　parties，　one　will　ftnd　its　dlfference　from　the　dlass

－disposition　in　the　estoration　administration．　This　contradiction　seems

to　be　caused　by　the　interpretation　of　accepted　articles　which　discussed

leadership－league　relation　of　the　Restoration　administratlon　from　the

B観勿76－Gθ嬢（文久・元治）era　at　a　leap，　without　any　concrete　analysis

focusing　the　raost　important　period　for　£he　anti－Shogunate　．party　or

．the翫勿（慶応）period．

　　Therefore，　the　analysis　of　the　Choshu（長州）　clan　in　the　Keio　period

，as　a　main　wing　of　the　anti－Shogunate　ls　the　subject　to　be　carried　out．

In　this　article　our　point　is　set　in　the　reformation　of　military　admi－

nistration　ln　the　lst　and　2nd　years　of　Keio　（1865－66），　fer　the　reason

why　leadership－league　relation　appears　plainly　in　military　power

especialiy　in　the　revolutionary　stage，　to　reveal　its　difference　frem　the

league　of　reform　parties．　Establishment　of　leadership　by　“　military

oMcers”　in　the　antl－Shogunate－this　is　the　very　subject　of　tlais

，article　and　also　our　conclusion．
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